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1 . 研 究 の 目 的
中学校の 部活動， と り わ け 体育的部活動 （ 以下， 「運動部活動」 と い う ） は ， 乙 乙 数年
過熱化 の 様 相 を 呈 し て い る 。 そ の 理 由 と し て は ， 「学習指導要領」 の 改正 に よ っ て 部活動
が学校の教育活動の一環 と し て 位置づ け ら れ る よ う に な っ た こ と や ， 「児童生徒の運動競
技 の 基準」の改正 ・ 緩和 に よ っ て 全 国 規模の大会が開催 さ れ る よ う に な り 運動部活動 に 一 つ
の 目 標が で き た こ と の ほ か， 児童生徒の非行化防止 ・ 健全育成の施策 に 代表 さ れ る よ う な
生徒の 「生活指導」 に か か わ る 諸 問題解決 の 妙薬 を 部活動 に 求 め よ う と す る 学校 ・ P T A  
・ 地域社会の動 き な ど の諸要因 を 上 げ る こ と が で き ょ う 。
し か し ， 乙 う し た 現象 は一方で は ， 運動部活動 が や や も す る と 選手 申 心 ・ 競技中心， 勝
利至上主義 に 傾斜 し た り ， 生徒の生活 を 一定の枠内 K 拘束 し て 心身 の 旺 盛 な エ ネ ル ギ ー を
発散 さ せ る と と も に 競技力 の 向上 を 目 差 し て 1 年中 ほ と ん ど 休 む こ と な く 部 活 動 が 行 わ
れ ， さ ら に ， 学校内 に お い て も 地域 に お い て も 部活動指導 に 熱心 な 教師 を 高 く 評価す る よ
う な風潮 を つ く り 出 す な ど ， 種 々 の 問題 を 生起 さ せ て い る 。
本研究の 目 的 は ， 乙 の よ う な状 況の な か に あ る 中学校運動部の 顧 問 教師 の 生活 と 意識の
実 態 を 多角 的 に 把握す る と と も に ， 顧問教師個 々 人の 部活動指導 を 中心 と す る 具体的 ・ 個
別 的 な 生活行動 と 体系化 さ れ た 意識 と の 相互関連的分析 を 通 し て ， 中学校の運動 部顧 問 教
師 の 意識 と 行動の 全体的構造 を よ り 詳細 に 解 明す る こ と で あ る 。
※ 小稿 は ， 昭和55年度科学研究 （一般） 「 中 ・ 高等学校の運動部顧問教師の生活 と 意識に 関 す る 実 証
的研究」 の成果の 一部 で あ る 。
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2 . 研 究 の 方 法
研究の方法 は ， 主 と し て 面接聴取法及 び 質 問紙法調査 に よ っ た 。
本調査に 先立 っ て ま ず， 今 日 ま で に 集積 さ れ た 研究成果 を 概観 し ， 調査の た め の 質 問 項
目 を 選定す る た め に ， 全 国47都道府県の 中 ・ 高等学校体育連盟 に 協力 を 依頼 し ， 運動部活
動 と く に 顧 問 教師 に 関す る 調査 ・ 研究報告書等の 資料 と 本研究に 関 す る 意見の収集 を 行 う
と と も に 調査対象地の い く つ か
の 教育委員会， 中 ・ 高等学校の
体育連盟 や運動部顧問教師等 か
ら ， 運動部活動 の 状 況 や 顧 問 教
師 の 生活 や 意 識 の 実態 に つ い て
面接聴取法 に よ る 意見収集 を 行
っ た 。 そ し て ， 設計 し た 調査察
を も と に ， 愛知県下 の 中 ・ 高等
学校運動部顧問教師25名 を 対象
に 予備調査 を 行 い ， 質 問項 目 の
有効性 を 検討 し た 後， 若干の 修
正 ・ 補足 を 行 い ， 本調査 を 実施
し た 。
な お ， 本調査 は 高等学校の運
動部顧 問 教師 に 対 し で も 同 ーの
調査票 を 用 い て 行 っ た が， 中学
校の顧 問 教師 に 対す る 調査 の 概
要 は つ ぎ の よ う で あ る 。
( 1 ) 調査対象
愛知， 岐阜 ， 三重の 3 県下 の
10市 4 町 l 村 に 所在す る 中学校
の う ち 94校の 軟式野球， バ レ ー
ボ ー ル ， 剣道， 陸上の 4 つ の 運
動部の 顧 問 教師全員 を 対象 と し
Tこ 。
対象者 は ， 特定の地域 を 除 き
表 1 対 象 者 の 属 性
一銘 （実数） ー
男 女 計
(253) (36) (289) 
学
霊童 愛 知 県 42 . 7 008) 33 . 3  ( 12) 4 1 - 5020) 岐 車 県 32 . 0  (8 1 ) 25 . 0  (9) 31 . 1  (90) 
三 重 県 25 . 3  (64) 4 1 . 7  ( 15) 27 . 3  (79) 
20 歳 代 28 . 5  (72) 6 1 . l  (22) 32 . 5 (94) 
年 30 歳 代 36 . 4  (92) 1 9 . 4 (7) 34 . 3  (99) 
齢 40 歳 代 2 1 . 3  (54) 1 1 . 1 (4) 20 . 1 (58) 
50歳以上 13. 8 (35) s . 3 (3) 1 3 . 1 (38) 
結 未 婚 21 . 7 (55) 50 . 0  ( 18) 25 . 3  (73) 
既 婚 77 . 5096) 47 . 2  ( 1 7) 73 . 7 (2 13) 
婚 離 ・ 死別 o . s  (2) 2 . s  CD l .  0 (3) 
担 保健体育 1 9 . 0  (48) 27 . 8  ( 10) 20 . 1 (58) 
当 他 教 科※ l 69 . 6 ( 1 76) 47 . 2  ( 1 7) 66 . 8 093) 
教 保
他
健
教
〈
体＋ ）
科
育※ 2
1 1 . 5  (29) 25 . 0  (9) 1 3 . 1 (38) 和十
蓄量年
数
5年未満 1 7 . 0  (43) 44 . 4 ( 16) 20 . 4  {59) 
5～ 9年 24 - 5  (62) 1 6 . 7 (6) 23 . 5  (68) 
10～19年 26 . l (66) 25 . 0  (9) 26 . 0  (75) 
20～29年 2 1 . 7  (55) 5 . 6  (2) 1 9 . 7 (57) 
30年以上 10. 7 (27) 8 . 3  (3) 1 0 . 4 (30) 
運 軟式野球 24 - 5  (62) 一 （ー） 2 1 . 5 (62) 
動
貧リ 道 20 . 2  (51)  8 . 3  (3) 1 8 .  7 (54) 
バ レ
ー 36 . 4 (92) 47 . 2  ( 1 7) 37 . 7 ( 109) 
ボ ー ル
部 陸 上 19 . 0  (48) 44 . 4  ( 16) 22 . 1 (64) 
※ l 他教科 と は ， 保健体育科 目 以外の教科 を い う
※ 2 教科別実数， （ ） の な か の数字は 保健体育 と 他の教科 を
兼担 し て い る も の
国語37 ( 9 ） ， 数学43 ( 8 ） ， 理科28( 4 ） ， 社会49 ( 6 ） ， 音
楽 4 ( 2 ） ， 美術 10 ( l ） ， 技術家庭 1 8 ( 3 ） ， 英語33 ( 4 ) , 
そ の他 （養護， 特殊教育） 9 ( l )  
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教育委員会， 中 学校体育連盟等 に あ る 学校別運動部顧 問 教師名 簿 に も と づ き ， 上記 4 運動
部 の 顧 問 の う ち 教諭 ・ 教頭 565名 を 対象 と し た 。
回 収有効調査票 は ， 292部 で 回 収率 は 5 1 . 7�ち で あ っ た が， 集計分析 に あ た っ て は 教頭 （
3 部） を 除外 し た 。
( 2 ） 調 査 の 時期 と 方 法
昭和56年 3 月 ， 郵送質 問紙調査法に よ り 実施 し た 。
( 3 ） 調 査 の 内 容
調査票 の 質 問 項 目 は 付録資料 2 IC: 記載 し た 。
( 4 ） 調査対象者 （ 標 本 ） の 社 会 的 属 性
表 l k 示す と お り で あ る 。
3 . 結 果 と 考 察
小稿で は ， 紙 数 の 関 係上， つ ぎ の視点か ら 調査結果の l 部 を と り 上 げ， 中学校の 運 動 部
活動の 現況 と 顧問教師の 生活 と 意識の実態 を 個別 的 ・ 羅列 的 に 把握す る に と ど め た 。
(1) 顧 問 教師 の 運動資質 と 指導能力
{2) 顧 問 教師 の 生活行動 と 教師生活 に 対 す る 意識
(3) 運動部活動の実態 と 顧問教師 の 指導行動
μ） 運動部活動指導 が顧問教師 の 生活 に お よ ぽす影響
(5) 運動部活動 を と り ま く 状況
(6) 運動部の 活 動 や 指導 に 対す る 顧問教師 の 意識や態度
な お ， 顧 問 教師 の 生活 や 意識 と 社会的属性 と の 関連性 に つ い て は ， 小稿 で は ， 主 と し て
本文 で と り 上 げ た 項 目 に つ い て の み ， 年齢， 性 ， 結婚 と の 関連性 を カ イ 二乗検定で 行 い ，
本 文 で若干の説明 を 加 え た 。 そ し て ， 関連性の あ る 項 目 に つ い て の み 付録資料 l tと ま と め
た 。 た Y し ， 関 連 表 は 全 て 割愛 し た 。 ま た ， 調査の 回 答の 単純集計の結果 は 付録資料 2 に
付記 し た 。
( 1 )  顧 問 教 師 の 運動資質 と 指導能力
運動部の 顧 問 教師 の 決定 は ， ほ と ん ど の 中学校で 教師 l 人 l 人の 自 主性 が 尊重 さ れ て お
り ， 「教師の 希望 ど お り 決定す る 」 （ l l . 8� 引 か 「 希 望 を と っ て 相互 に 調整 し て 決 定 」
(85 . 5� 引 さ れ て い る （ 付録資料 2 : Q 3 。 以下， 単 に 「 資 2 : Q 3 」 と 記す ） 。 し た が
っ て ， 顧 問 教師 の 多 く は一般に ス ポ ー ツ 好 き で ， ス ポ ー ツ の 経験 も か な り あ り ， 運 動部活
動の 指導 に 積極的 で あ る と 思わ れ る 。 そ こ で ま ず， 顧問教師 の 運動資質 と 指導能力 を ス ポ
ー ツ の 愛好， ス ポ ー ツ 経験， 指導能力 の 自 信， 指導の た め の 自 己 研修 な ど か ら み て み よ う 。
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「 ス ポ ー ツ 」や「 自 分 で す る ス ポ ー ッ 」への愛好の
程度が高 く ， ス ポ ー ツ が「 き ら
い な 方」 「 と て も き ら し 、 」 と す
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① ス ポ ー ツ の愛好
表 2 に み る よ う に ， 顧 問 教師 の 多 く は ，
表 2 ス ポ ー ツ の 愛好 （ Q 28. 29 , 30） ※ 
－�彰一
｜ ス土 「叶 顧問 る も の は 2 ～ 3 % に す ぎ な い 。ス ポ ー ツ ス ポ ー ツ ま た ， 現在顧問 を し て い る 運
と て も 好 き 49 , 5  42 . 6  45 . 0  動部 の ス ポ ー ツ の 愛好 に つ い
2 .  好 き な 方 44 , 3  49 . 1 43 , 9 て も 同 様 の 傾 向 が み ら れ る
3 .  好 き で も き ら い で も な い 4 . 2  5 . 2  8 . 0  
4 ,  き ら い な 方 1 . 4  2 . 4  2 . 1 が， こ れ に つ い て は 年齢差が
5 .  と て も き ら い Q . 7  0 . 7  1 . 0  み ら れ， 20歳代教師 の 愛 好 度
実 数 289 289 289 が有意 に 高 い （ 付録資料 1 : 
※ 表の タ イ ト ル の後の （ ） は 調査票 （付録資料 2 ） の質問 危 険 率 5 %7]<準。 以下， 単 tと
番号を 示す， 以下同 じ 。
「 資 1 : P <0 . 05J と 記す） 。
② 学校時代の ス ポ ー ツ 経験
顧 問 教師 の 運動資質や 部活動指導能力 は ， ス ポ ー ツ の愛好 の程度 と と も に 過去 の ス ポ ー
ツ 経験の質や 量 と 深 い 関連 を も っ て い る と 思わ れ る 。 そ こ で つ ぎ に ， 顧 問 教師 の 学校時代
に お け る ス ポ ー ツ 経験 を 運動部 （ ク ラ ブ） 加入経験 と そ こ で の活動程度な ど を 中心 に み て
み よ う 。
表 3 学校段階別 に み た運動部加入状況 （ Q 32)
中学， 高校， 大学 9杉
。 。 。 37 , 7  
。 。 4 ・ 2
。 。 3 , 5  
。 。 1 7 . 6  
。 4 . 2  
。 7 , 3 ) 86
. 2 
。 7 , 3  
入 ｜ 一一
一一 － ー ・ ・ ー ー ー ー ・
(66 . 1 ) (66 . 8) (49 . 6) 8 1 . 8  
持 ー ー ． ， 咽 ー ー ーー
ーー ・ ・ ・ ・ ー ・ー ーー ー
・ 司 e・ ー ー ー ー ー －
－ － － － － － 明 ー ー
ー ． ． ” ’ ー ー ， －
－ － ー ー ．’ ー ・・ ー ー ．
D K ,  N A  
Gど未一実 加 入一数
（注） 表中 O 印 は 加入 し て い た こ と を 示す。
戸hd
表 3 は ， 学校段階別 に 運動部加入状
況 を み た も の で あ る が， 顧 問 教師 の 86
｜ ；動� 1 ＝動：
～ l 年 5 . 2  2 . 8  
2 .  2 ～ 3 年 1 6 . 6  1 4 . 8  
3 , 4 ～ 5 年 1 5 . 6  8 . 7  
4 ,  6 ～ 7 年 1 1 . 1  9 . 0  
5 , 8 ～ 9 年 6 . 9  3 . 1 
6 . 1 0 年 以 上 2 1 . 8  1 3 . 5  
D K .  N A  9 . 0  9 . 0  
加 入 せ ず 1 3 . 8 39 . 1  
実 数 289 
（注） 中学校 （旧制含 む ） 以上
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.2�ち が学校時代 に 運動部 に 加入 し て お り ， 運動部加入経験 を も た な い顧 問 教師 は 13 .8� 仰と
す ぎ な い 。 そ し て ， 顧 問教師の37 . 7絡 が 中学 ・ 高校 ・ 大学時代 に い ず れ も な ん ら か の 運 動
部 に 加入 し て い る 。 ま た ， 加入年数 に つ い て み る と ， 表 4 に み る よ う に ， 40�彰近 く の 顧 問
教師が 6 年以上運動部に 加入 し て い る 。 つ ぎ に ， 現在顧問 を し て い る 運動部の ス ポ ー ツ 経
験 に つ い て み る と ， 表 5 . 6 に み る よ う に ， 顧問教師 の84 . 4�彰 が学校時代 に 経験 し て い る 。
そ し て ， 60 . 9�彰 の 顧問教師 は運動部 に 加入 し て 経験 し て い る 。 し か し ， 加入年数 の 点 か ら み
る と ， 表 4 に み る よ う に ， 顧 問運動部 と 同 じ 運動部加入年数 6 年以上の も の は約 % 程度 に
す ぎ な し 、 。 最後 に ， 運動部 で の 活動程
度 に つ い て み る と ， 表 7 に み る よ う に ，
75�彰近 く の 顧 問 教師が「か な り 」 「 ま あ
」 活発 に 活動 し て い る し ， 対外詰合 に
つ い て も 約7496の 顧 問 教師 が 出場経験
を も っ て い る 。 そ し て ， 約45�彰の も の
が 国 際 ・ 全 国大会や ブ ロ ッ ク 大会 な ど
の比較的高い レ ベ ル の大会 に 出 場 し て
い る 。 全体 と し て み れ ば ， 顧問教師の
多 く は 学校時代に か な り 活発 に 運動部
で活動 し て い た と み て よ い 。
乙 の よ う に ， 顧 問教師の ス ポ ー ツ 経
験 は ， 学校時 代 の 運動部加入経験， 加
入年数， 活動程度f，！ ど か ら み る 限 り ，
表 7 学校時代の 運動郎での 活動状況 （ Q 32)
% 
活
1 . か な り 活 発 43 . 9  
動
2 . ま あ 活 発 30 . 4  
3 .  ど ち ら か と い え ば不活発 10. 7 程
4 . 大 変 不 活 発 0 . 7  度
D K , N A 及 び加入せず 14 . 2  
1 . 国 際 大 会
2 . 全 国 大 会 17 . 3  
J、、 3. 地 区 ・ ブ ロ ッ ク 大会 26 . 6  73 .  7 
の 4 . 県 大 � 2 1 . 5  
言 5 . そ の 他 6 . 9  
と 試合 に 出場せず 1 2 . 1 大� D K , N A及 び加入せず 14 . 2  
実 数 289 
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年齢 ， 性， 結婚な ど の 諸属性 に 関係な く か な り 豊富 で あ る と み て よ い 。
③ 指 導 能 力
表 8 に み る よ う に ， 運動部活動の指導能力 に 対す る 顧問教師の 自 己評価 は必ず し も 高 い
と は し 、 え な い 。 す な わ ち ， 「 ま あ 自 信 が あ る 」 を 入れ て も 指導能力 に 自 信 が あ る 顧問 教師
は44�ぢ C あ り ， 半数以上の も の が 「 ど ち ら と も
い え な い 」 「 自 信 が な い 」 と 回 答 し て い る 。 こ
れ は ， 前述 し た よ う に 学校時代の ス ポ ー ツ 経験
は比較的豊富 で あ る が， 現在顧 問 を し て い る 運
動部の ス ポ ー ツ を 運動部で経験 し た も の が約61
9杉 あ る に も か h わ ら ず， 当該運動部 での 加入年
数 6 年以上の も の が25 . 6必程度に す ぎ な い こ と
と ， 指導能力 の 自 信の程度が年齢 や性 と 関連が
あ り ， 男 教師 よ り 女教師の方が， ま た ， 年齢的
表 8 部活動指導能力 の 自 信 （ Q 43)
9多
J . かな り 自 信が あ る s . o  
2 .  ま あ 自 信が あ る 方 36 . 0  
3 .  ど ち ら と も い え な い 24 . 6  
4 .  あ ま り 自 信 が な い方 22 . s  
5 .  ま っ た く 自 信が な い 8 . 7  
実 数 289 
に は 比較的年齢の 若 い 教師程 自 信 が な い ， つ ま り ， 40代 二50代＞30代＞ 20代 （ 「 資 1 : p 
<0 . 05」 ， 不 等号 は ， 「 2 つ の 比率 の 差の 検 定」 に よ れ 危険率 5 �彰水準 で有意差の あ る こ
と を 示す。 以下 同 じ ） で あ る こ と な ど か ら み て ， 運動部活動の 指導能力 の 自 己評価 は ， 顧
問教師 と し て の 指導実践の経験の 長短や性差が か な り 影響 し て い る も の と 思 わ れ る 。
④ 自 己研修 と そ の 意欲
自
己
研
修
研参
修
会加
誠意
習
会欲
表 9 部活動指導 の た め の 自 己研修 と
研修会参加意欲 ( Q 34 , 35) 
% 
J .  い つ も し て い る 15 . 6 
2 .  と き ど き し て い る 4 1 . 5  
3 .  心が け て い る が な か な か で、 きな い 3 1 . 8  
4 .  し て い な い 10 .  7 
D K , N A  0 . 3 
J .  ぜ ひ 参加 し た い 17 . 6 
2 .  で き る だ け 参加 し た い 57 . J 
3. あ ま り 参加 し た く な い 14 . 2  
4 . 参 加 し な い 5. 5 
5 . わ か ら な い 5 . 2  
D K , N A  0 . 3 
実 数 289 
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こ の よ う に ， 多 く の 顧 問 教師 が学校
時代 に か な り 豊富 な ス ポ ー ツ 経験 を も
っ て い る に も か か わ ら ず， 運動部活動
の指導に不安 を 感 じ て い る が， こ れ に
対 し て 顧問教師 の 半数 以 上 は ， 表 9 に
み る よ う に ， 体育 ・ ス ポ ー ツ 関係の 書
籍 を 購読 し た り 技術修得の た め に 積極
的に ス ポ ー ツ ク ラ ブ に 加入す る な ど ，
な ん ら か の 形 で「 い つ も 」 「 と き ど き 」
自 己研修 を 行 っ て い る 。 ま た ， 約 % の
顧問教師 が研修会 や 講 習 会への 参加意
欲 を も っ て い る 。
( 2) 顧 問 教 師 の 生 活行動 と 教 師 生
活 に 対 す る 意識
中学校の運動部顧問教師の生活 と 意識
教 師 の 学校で の 生活 は き わ め て 多忙 で ， 仕事の 内 容 も 多 種 多 様 で あ る 。 こ h で は ， 顧 問 教
師 の 日 々 の 生活 と 教師生活 に 対す る 意識の い く つ か を み て み よ う 。
① l 日 の 生活 （ エ ネ ル ギ ー の配分）
教師の l 日 の 生活 は ， 大 別 す れ ば ， 仕事 （ 職場） 生活 と 家庭 及 び 余 暇生活 に 分 け て み る
こ と が で き る 。 そ こ で ， l 日 の 生活 を 「 仕事 J 「 家庭 」 「 自 分の 余 限 」 の 3 領域 に 分 け ，
顧問教師が 1 日 の エ ネ ル ギ ー を こ の 3 つ に ど の よ う に 配分 し て い る か を み る と ， 表 1 0に み
4・
表1 0 1 日 のエ ネ ル ギ ー の配分一仕事 ． 家庭 ． 自 分 の 余 暇 ( Q 51 ) 
－%一， 実数 ＝289
創 割2 
3 
割 割
5 
割
6 
割
7 
割
8 
割
9 
l 平均 l1 標準
割リ （ 割 ） 偏差
a . 仕事 （学校） J . O  6 . 9  15 . 6  3 1 . 5  25 . 6  15 . 6  3 . 1  I 6 . 3  i 1 . 3  
b . 家 庭 2 . 4  25 . 6  37 , 4  23 . 5  8 . 3  2 . 1 
c . 自 分の余暇 5.2  52 . 2  3 1 . 5  7 , 3  2 . 4  Q . 3  Q . 3  1 . 5  Q . 8 
（注） D K .  N A を 除 く の で 100 . 0 必に な ら な い。
る よ う に ， 平均す れ ば 「 仕事 」 6 . 3割， 「家庭」 2 . 2割 ， 「 自 分 の 余 暇 」 1 . 5割 と な っ て お
り ， 仕事 に 6 割 以上の エ ネ ギ ー を 投入 し て い る 。 し た が っ て ， 顧 問 教師 の 生活 は 学校中心
に 展開 さ れ て い る と み て よ い 。 ま た ， こ の 3 領域 の う ち 「家庭」 と 「 自 分の 余 暇」 へ の エ
ネ ル ギ ー の配分 は 結婚 と 関連 が あ り ， 既婚者 は 「家庭J IL: ， 未婚者 は 「 余 暇J IL ， そ れ ぞ
れ よ り 多 く の エ ネ ル ギ ー を 費 や し て い る （ 資 1 : P <0 . 01 ) 。
② 学校 で の 生活
学校 で の 教師 の 生活行動 は ， 一般に 教師の
存在状 況 に よ っ て 規定 さ れ て い る が， そ の 具
体 的行動 は ， 教師の 仕事の 内 容 の 量 や 質 か ら
把握す る こ と が可能で あ る 。 そ こ で ま ず， 顧
問 教師 が学校で す ごす時 聞 を 退勤時刻か ら 推
定 し て み よ う 。
表 1 1 に み る よ う に ， 春夏期 で は 顧問教師の
46% が 午後 7 時以後 に ， ま た ， 秋冬期 で は
約569彰が午後 6 時以後 K ， い ず れ も 退勤 し て
い る 。 し た が っ て ， 顧 問 教師 は 一般 に 学校
に 遅 く ま で居残 っ て い る と み て よ い が， 退勤
時刻 は 年齢 や 性 と 関連 が あ り ， 春夏期 で は
巧trD 
表1 1 平 日 の 退勤 （下校） 時刻 （ Q 49)
－%一
春 夏 期 ］；＂；；－期
( 4 ～ 9 月 ） • 00～ 3 月 ）
～ 4時59分以前
～ 5 , 29 
～ 5 . 59 
～ 6 .  29 
～ 6 .  59 
～ 7 . 29 
～ 7 , 59 
8 時00分 以後
0 . 3  
1 . 4  
s . o  
2 . 8 
17 . 0  
24 . 6  
15 . 9  
28 . 4  
24 . 9  
15 . 2  
24 . 2  
12 . 8 
1 J .  l 
1 .  7 
9 . 0  2 . 8 
実 数
向日oo qL nB oo nL 
西 垣 完 彦
20代＞30代＞40代＞ 50代， 秋冬期 で は20代 ＝30代＞40代＞50代 （ 資 1 : P <0 . 01 ) と い ず
れ の 時期 も 20 ・ 30歳代の若年の顧問教師の退勤時刻が遅 い 。 ま た ， 秋冬期で は 男 教師 の 退
勤時刻が 遅 く な っ て い る （ 資 1 : P <0 . 05） 。 と こ ろ で退勤時刻 は ， 授業後 の 仕事 の 内
容 と 密接 な 関連 を も っ て い
る 。 そ こ で つ ぎ に ， 学校 tζ
表12 放課後の し ご と の 内容 （ Q 50)
一労ー
遅 く ま で居残 っ て い る 背景 I 1 位 I 2 位 l 計
を 放課 後 の 仕事の 内 容 か ら
み て み よ う 。
[ .  教科指導の準備 ・ 点検 ・ 整理 14 . 5  16 . 6  3 1 . 1  
2 .  校務関係の し ご と 24 . 6  1 7 . 3 4 1 . 9  
表 12に み る よ う に ， 顧問
3 . 顧問運動部活動の指導 42 . 9  26 . 3  日9 . 2
教師 の 放課後 の 仕事の第 l 4 .  顧問運動部以外の部活動指導 0 . 3  1 . 4  1 .  7 
｛立 は 「 運動部活動指導」 42 5. 教や
科
研
指
究
導 と 直接関係の な い勉強 1 .  7 2 . 1 3 . 8  
. 9�彰 で あ り ， つ い で 「校務 6 .  同僚 と の討論や雑談 1 . 0  8 . 3  9 . 3  
関 係 」 24 .6�払 「 教科関係 7 ,  部活動 を 除 く 生徒指導 10 . 0  16 . 3  26 . 3  
」 14 . 59診 と な っ て い る 。 し 8 .  教材研究 [ . 4  6 . 6  8 . 0  
た が っ て ， 顧問 教師 に と っ
g ， そ の 他 2 . 8  2 . 4  5 . 2  
D K , N A  0 . 8  2 . 7  3 . 5  
て は ， こ の 3 つ が放課後の
仕事の 中 心 て守 あ る と み て よ 実 数 289 
い 。 ま た ， こ の放課後 の 仕
事 の 内 容 は ， 年齢 や 結婚 と 関連 が あ り ， 未婚で若年の顧問教師 は 部活動指導 を （20代 ＝ 30
代＞40代＞50代） ， 既婚者で 高年齢の顧問教師 は 校務関係 を （50代＞40代＞30代 二 20代）
い ずれ も 第 1 位 に 上 げ て い る （ 資 1 ： 年齢 P <0 . 01 . 結婚 P く0 . 05） 。
教 師 の 仕 事 は ， 本来教科指導が 中心 で、 あ り ， そ の た め の 教材研究や授業の準備 ・ 点検 ・
整理 な ど に 学校 で の 時 間 の 大半が 費 や さ れ る こ と が望 ま し い 。 し か し ， 現実 に は 教科指導
表1 3 学校 （職渇） で の エ ネル ギ ー の配分 （ Q 52)
－%一 実数 ＝ 289
。 2 3 4 5 6 
割7 割
8 品 ｜吋準割 割j 習j 割 割 割 （割 ） 偏差
a . 教教
科
材
指
研
導
究な
（授
ど
業
） . I 1 . 7  9 . 7  10 . 7  33 , 9  24 . 9  13 . 8 3 , 5  o . 7  0 . 3 1 4 . 3 1 ] . 4  
b . 運動部活動の指導 ｜ 3 . 1 13 . 5  33. 6 32 . 5  ll. l 4 . 2  ] . 0  o . 3  - I 2 . 5  I 1 . 2  
c . 導校務， 雑
関
務
係，な 生ど徒
指 I o . ヮI s . o  29 . ] 28 . 4  1 9 . 7 9 . 0  2 . 4  1 .  7 0 . 3  I 3 . 1 I 1 . 4  
（注） D K , N A を 除 く の で 100�診に な ら な い。
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以外の 仕事 に か な り の エ ネ ル ギ ー を 消 費 し て い る （ 消 費せ ざ る を 得 な い の が今 日 の 教 師 の
存在状 況 で あ る が … … ） 。 そ こ で ， 学校での 仕事 を 大 き く 「 部活動指導」 「 教科指導」
「校務 ・ 生徒指導等」 の 3 つ に 分 け ， こ れ ら の 仕事 に 顧問教師が学校 で の エ ネ ル ギ ー を ど
の よ う に配分 し て い る か を み る と ， 表13に み る よ う IC: ， 平均す れ ば 「 教科指導」に4 . 3割 ，
「校務 ・ 生徒指導等 J 11: 3 . 1 割 ， 「 部活動指導」 に2 .5割 の エ ネ ル ギ ー を 配分 し て い る 。 こ
の よ う に 顧 問 教師 は ， 「教科指導」 に も っ と も 多 く の 労力 を 費 や し て は い る も の の ， 「 校
務 ・ 生徒指導等 」 や 「 部活動指導」 に も 学校 での エ ネ ル ギ ー の 半分以上 を 投入 し て い る 乙
と が わ か る 。 さ ら に ， 「部活動指導」 と 「教
科指導」 だ け を と り 上 げ て ， 両者の エ ネ ル ギ
ー 配分 を 比較 し て み る と ， 表 14に み る よ う
に ， 部活動指導に 教科指導 と 同 等か そ れ 以上
の エ ネ ル ギ ー を 投入 し て い る 顧問 教師 は約%
の24 . 6� 仰と も 達 し て い る 。 ま た ， 「部活動指
導 」 に 投入す る エ ネ ル ギ ー の 割合 は年齢や結
婚 と 関連 が あ り ， 学校 で 消 費 す る エ ネ ル ギ ー
の 「 4 割」 以上 を 運動部活動指導 に 費 や し て
い る 教師 は ， 未婚者 で20歳代の 教師 に 多 い （ 資 1 : P <0 . 01 ) 。
③， 教師生活 に 対す る 満足度や仕事への 生 き 甲 斐
表14 運動部活 動指導 と 教科指導 へ の
エ ネルギ ー の 配分 ( Q 52) 
ぢ泌
J .  運動部活動指導＜教科指導 12 . 1 
2 .  運動部活動指導＝教科指導 1 2 . 5  
3 . 運動部活動指導く教科指導 74 . 7  
D K ,  N A  Q . 7  
実 数 289 
こ の よ う に ， 顧問教師の l 日 の 生活の エ ネ ル ギ ー の 大半 は 学校 （ 職場 ） 生活に 費 や さ れ
て い る が， こ の よ う な 生 活 に 対す る 顧問教師の意識 は ， 表 15'1とみ る よ う に ， 教師生活 に 「
非常 に 」 「 ど ち ら か と い え ば 」 満足 し て い る 顧問教師 は約59�彰 で あ り ， 「不満足」 な も の
表1 5 教師生活満足度 （ Q 55)
% 
J . 非 常 に 満 足 9 . 7  
2 .  ど ち ら か と い え ば満足 49 . 5  
3 . ど ち ら と も い え な い 19 . Q  
4 . ど ち ら か と い え ば不満足 19 . 0  
5 .  非常 に 不満足 2 . 4  
D K ,  N A  Q . 3  
実 数 289 
表16 「 仕事」 と 「 家庭 ・ 趣 味 」 の
ど ち ら に 生 き が い を 感 じ る か （ Q 56)
9杉
0044nua4唱ia4 1ApnuponLnL’ー の444nL
方の外
万以 のい
事
事ら仕
い
仕
くば
な
方ば
じえ
じ
え同い万
感
のい
もと
のも
とに
か外に
事から
ら以ら
ちちち事ち
仕どどど
仕ど
’iqLqda4rnυFO 
実 数 289 
一 回 一
西 垣 完 彦
表1 7 顧 問 運 動 部 の 活 動 の 実 態
学 期
放 諜 後
平 日 土 曜
3 .  4 .  
i i i i 書富 信毒 時議閲禾4 
春 夏 期 289 5 . 9  69 . 6  23 . 5  1 - 0 - 25 - 3  4 1 . 9  19 . 7  
秋 冬 期 289 64 - 7  33 . 9  Q . 7  7 . 3  40 . 5  39 . 4  9 . 0  
日
5 . 6 .  
自毒
時間以
5 
上
10 . 4  2 - 4  
2 . 4  
l l  
と
ん
毎ど
日
中
早 朝 （ 始業前）
し
2 .  
週
2 
3 
日
3試合
4
の
そ
な
か
たっ
他
大� 
の
ffrJ 
39 _ 4) 10 . ol 1 9 . 4j 4 . 2  
73 . 0  27 - 0  
（注） 「休暇中 」 以外は D K ,  N A を 除 く の で 100 . 0勿に な ら な い項 目 も あ る 。
は 約2H ち で あ る 。 そ し て ， 表 16に み る よ う に ， 顧問教師の 約68�ち は ， 「家庭や趣味」 よ り
も 「 仕事」 の 方 に 生 き 甲 斐 を 感 じ て い る 。 し か し ， 未婚者 は 既婚者に比較 し て 「仕事以外
」 に 生 き 甲 斐 を 感 じ た り ， 「 ど ち ら に も （生 き 甲 斐 を ） 感 じ な い 」 も の が 多 い （ 資 1 : p 
<0 . 01) 
( 3 )  運 動 部 活 動 の 実 態 と 顧 問 教師の 指導行動
既述 し た よ う に ， 中学校 に お け る 運動部活動 は こ こ 数年過熱気味 で あ る と い わ れ て い
※ 
る 。 そ こ で ま ず， 運動部活動の状況 を み て み よ う 。
① 運動部活動の状況
部活動 は ， 一般 に 授業後 に 行 わ れ る 教育活動 を 指す こ と が 多 い が ， 表 17に み る よ う に ，
学期 中 の 放課後の 運動部活動の 時 間 は ， 平均す れ ば平 日 の 春夏期 で 2 時閉店l： ， 秋冬期 で 1
時間位。 ま た ， 土曜 日 で は 春夏期 で 3 時 間位， 秋冬期 で 2 時 間 半位 と 推定 さ れ る 。 し か
し ， 最近の 中学校 で の 運動部活動 は 単 に 授業後 ばか り で な く ， 始業前や 休 日 ・ 休 暇 中 に も
盛 ん に 行 わ れ て い る の が実状 で あ る 。 ま ず， 始業前の い わ ゆ る 「早朝練 習 」 に つ い て み る
と ， %近 く の73�杉 の 顧 問運動部が活動 を 行 っ て い る 。 そ し て ， 早朝練習 を 「 ほ と ん ど 毎 日
」 行 っ て い る 運動部 は 約399杉 で あ る 。 ま た ， 日 曜 日 や 祝祭 日 な ど の 「 休 日 の活動」 を 「 l
年中 ほ と ん ど 」 行 っ て い る 運動部 は約339彰 で あ り ， 「公式の 大会」 の み 参加 （活動 ） の 運
業 本調査の対象者 は ， l 校 l 部 l 名 で は とE いが， 回答者の約半数 が 「 l 部 l 顧問 」 （ 資 2 : 0 4 - 4 )
で あ る こ と h 回答者の諸属性か ら 判断 し て ， 同一校で 同一部の 顧問教師の 複数 回答の 標本 は極め て
少な い。 し
た
が っ て ， 乙 』 での数値 は 凡 そ 中学校の運動部活動の実態 を 示 し て い る と み て よ い。
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動部 は 約 16-%-1 5) 1 3 .  1 2 . ( Q 1 0, 1 1 , 
第 に す ぎ な眼休
さ ら t乙
中日休
2 . 1 1 5 .  
L 、 。
夏休 み や 冬
中 の 活動 」
「 長期休暇
休 み とE ど の
: l 合 宿
しなか
った
し
fこ
しな
かった
DK
・
NA
Tこ
2 .  3 .  
し
トほ
とん
ど
毎日
そ
の他
4 .  3 .  
公式
の試
合
（大会）
のみ
2 .  
にもときど
き
公式
の試
合
（大会）
以外
－年
中ほとん
ど
に つ い て は
毎 日 」 活動
が約33%,
「 ほ と ん ど
6 . 91 93 .  l 5 , 9  
EE、OJV口同
0 . 71 1 32 . 9  nud Fhu l Fhu AU EU A日nL nd 
「30 日 以上
」 活動 が 14
し た が っ て ， 半数 く の 運動部が長期休暇 中 も か な り の 日 数部活動 を 実施 し て. 5�彰 で あ る 。
「合宿」 を 行 っ た 顧 問運動部 は6 . 9� 仰と す ぎ な い 。い る と み て よ L 、 。 た だ し ，
こ の よ う tじ 運動部活動 は 授業後 ば か り で な く ， 始業前や 休 日 ・ 休暇 中 に も か な り 活発
まこ れ ら の 部活動 は 顧問教師の 属性 に よ っ て 若 干違 い が み ら れ る 。に 行 わ れ て い る が，
ず， 学期 中 の 活動時聞 に つ い て は ， 年齢， 性， 結婚な ど の 属性 と 関 連 が あ り ， 平 日 の 春 夏
P <0 . 02） ， 土曜 日 の 春夏期 （20代 二 30代＞40代 ＝50代） ，期 （20代 ＝30代＞40代 ＝ 50代，
ま た ，い ず れ も P <0 . 01 ) で は若年教師の ，土曜 日 の 秋冬期 （20代＝30代＞50代 ＝40代，
土曜 日 の 秋冬期 で は 男 教師 （ P <0 . 01 ） や 未婚教師 （ P <0 . 02） の 顧問運動部の 活動 時 聞 が
い ず れ も 長 く な っ て い る 。 さ ら に ， 休 日 の 部活動 を 「 l 年中 ほ と ん ど 」 ゃ っ た の は 男 教師
長期休暇 中 に 部活動 を 「行っ た 」 の は40歳代以下の教師 （ P <O .ま fこ ．( P <0 . 05） の ，
05） の ， い ず れ も 顧問運動部が 多 く な っ て い る （ 資 1 ) 。
顧 問 教 師 の 部活動指導 の 実態② 
顧問運動部 の 技術指導 の程度 （ Q 33)表1 8
こ の よ う な 運動部活動 に 対つ ぎ に ，
9彰す る 顧問教師の 指導の 実態 を み て み よ
54 , 7  率先 し て い つ も 技術指導 を し て い るつ 。
35 . 3  と き ど き 技術指導 を し て い る2 . ま ず， 運動部活動 で技術指導 を し て
10 . 0  技術指導 を し て い な い3 .  い る 顧問教師 は ， 表18に み る よ う に ，
289 数実
FU 
「率先 し て 技術指導 を し て い る 」 54 . 7
「 と き ど き 技術指導 を し て い る 」%，  
西 垣 完 彦
35 . 3�ち で あ り ， 技術指導 を し な い 顧問教師 は 10�彰 に す ぎ な い 。 運動部活動指導即技術指導
で は な い に し て も ほ と ん ど の 顧問教師が な ん ら かの形で 技術指導 を 行 っ て い る と み て よ
L 、 。
つ ぎ に ， 技術指導の 有無 に 関 係 な く 部活動指導の程度 を 部活動実施形態 （時期） 別 に み
る と ， ｜塁1 1 に み る よ う に ， 「 い つ も 部活動指導 し た 」 り ， 大会や詰合に 「 し 、 つ も 引 率 ・ 指
学 j羽 中
（放課後）
早 朝
（始業所J)
休 日
休 暇 中
孟 と ん ど，.－－－一一 い つ も 指導 （ヨ l 率 ） 一一＼ ／ー と き ど き 指導 （号 ｜ 率） ー＼ しとよい 号の他/ 1.0 20 ao 4 日 ＂ so so 70 so '.so /mo 
23.9 
74 .7 
75.4 
図 1 顧問教師の部活動指導の実態 （ Q 1 0 . 1 1 . 1 2 .  1 3) 
2.9 
1 .0 
導 し た 」 顧問教師 は ， 「学期中 」 48 . 8�弘 「早朝」 23 .9�弘 「 休 日 J 74 . 7� 弘 「 休 暇 中 」
75 . 4勿 で あ る 。 そ し て ， 休 日 （長期休眼中除 く ） に 年間30 日 以上部活動 を 指導 ・ 引 率 し た
顧問教師 は 約29% に も お よ ん で い る （資 2 : G 1 2  2 ） 。 乙 れ ら の 部活動指導 の 程度 は ，
結婚 と 関連 が あ り ， 未婚の顧問教師 ほ ど「早朝」 （ P <0 . 01 ) ， 「休 日 」 （ P < 0 . 02) ＞ ， 「長
期休暇中 」 ( P <0 . 02） の 部活動 を 「 L 、 つ も 指導 ・ 引 率 し た 」 も の が 多 い （ 資 1 ) 。 ま
た ， 学期中 の 土曜 日 の 秋冬期の 指導時 聞 が年齢 と 関連 が あ り ， 2 時 間30分 以上指導 し た も
の は30代 ニ 20代＞40代 ＝50代 と 若年の顧問教師に 多 い （資 1 : P <0 . 02） 。
と こ ろ で ， 顧 問 教師 と し て の 指導 は ， 単 に 部活動 中 や 試合 ・ 大会時だ け で な く ， 部活動
表19 顧問教師の部活動指導以外の部 員 へ の指導 ・ 助言 （ Q 26)
い つ も
積極的 に
進 路 指 導 8 . 7 
学業成績指導 14 - 2  
私 生 活 指 導 22 . s  
し た
と き ど き 担ら需任談や本を受人かけた に
28 . Q  34 . 9  
4 1 . 5  2 1 . 8  
43 . 9  16 - 6  
-9彰一， 実数＝289
そ の他 し な い
1 .  7 26 . 6  
1 - 0  2 1 . 5  
0 . 7  15 - 9  
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時 以 外 に も お よ ん
で い る 。 例 え ば ，
表19に み る よ う に
顧 問 教師 の 多 く は
部員の 「 私生活」
「学業成績」 「 進
路」 に つ い て も 指
導 ・ 助言 を 行 っ て
中学校の運動部顧問教師の生活 と 意識
い る 。 特 に 「私生活」 面 に つ い て は ， 約% の顧問教師が い つ も 積極 的 に 指導 ・ 助言 を 行 っ
て い る が． こ の こ と は現在の 中学校で は 「生徒の 健全育成」 に 代表 さ れ る よ う な 生活指導
上 の 諸 問題 の い く つ か を 部活動 を 通 し て 解決 し よ う と す る 目 標 や 期待 が あ る こ と の 反映 と
み る こ と が で き ょ う 。
( 4 )  還動部活動 指 導 が 顧 問 教 師 の 生 活 に お よ ぼ す 影 響
(2) (3） で み た よ う に ， 運動部活動指導 は顧問教師の 生活の 中 で か な り の ウ エ イ ト を 占 め て
お り ， 教師の 日 々 の 生活 や 意 識 に 少 な か ら ぬ 影響 を 与 え て い る と 思わ れ る 。
こ こ で は 主 と し て ， 運動部活動 が 顧 問 教師の 生活面 に お よ ぼ し て い る 影響 を み て み よ
つ 。
表20に み る よ う に ， 運動部活動の指導 に よ っ て も っ と も 影響 を 受 け て い る の は ， 「 自 由
時 間 」 で あ り ， つ い で 「趣味活動の 時 間 や 機会」 「家庭生活全般」 「 家族 と の 団 ら ん の 機
会 や 時 間 」 「教材の研究 ・ 準備の機会や 時 間 」 の 順 と な っ て い る が， い ずれ の 項 目 も 半数
以上の顧問教師 が 部活動指導の 影響 を 認め て い る 。 ＇＂＇ か で も 「 自 由 時 間 」 に つ い て は ，
表20 部活動指導が顧問教師 の生活 に およIます影響 （ Q 38) 一修一， 実数 ＝ 289
2 3 4 5 
かな り 犠
犠
あ
牲
る 程
に
度
な
ど ち ら と 牲あ ま り 犠 ほ と ん ど牲に とE つ も い え とE に な っ 犠牲に 伝
て い る っ て L 、 る L 、 て い な い っ ていない
I .  家庭生活全般が 14 . 5 45 . 7 15 - 2  1 5 . 9  8 . 7 
2 . 家族 と の 団 ら ん の機会や時間 が 13 . l 40 . 5 18 . 7 17 . 3 1 0 . 4 
3 . 教材の研究 ・ 準備の機会や時聞が 6 . 9 32 . 2 23 . 2 27 . 7 10 . 0 
4 . 自 由時 聞 が 24 . 2 38 . 4 18 . 3 13 . l 5 . 9  
5 . 趣味活動の時 間 や 機会が 20 . 1 38 . 4 20 . 4 14 . 5 6 . 6  
「 か な り 」 「 ま あ 」 犠牲に な っ て い る も の は 顧問 教師 の % 近 い62 . 6� 仰と も 達 し て い る 。 し
か し ， 教師 の 仕事の 中心 で あ る 教科指導の た め の 「 教材 の 研 究 ・ 準備 」 へ の 影響 が 比較 的
少 な か っ た の は ， 表12で み た よ う に ， 放課後 の 主 な 仕事 と し て ， 教科指導の準備 ・ 点検 ・
整理や 教材研究 を 行 う 教師 が40�彰近 く あ る こ と ， ま た ， 約% の 顧 問 教師 の 運動部の活動時
聞 が平 日 の 春夏期 で 2 時 間 未満 で あ る こ と （表17） や 学期 中 の 放課後 の 部活動 を 「 い つ も
指導 し て い る 」 教師 が半数程度 で あ る こ と （ 図 I ） ， さ ら に ， 退勤時刻 と 部活動の 時 間 と
の 関連 か ら み て 部活動指導後 に 教材研究 を し て い る 教師 が 少 な く な い と 思 わ れ る こ と な
ど の 理 由 に よ る も の と 思わ れ る 。 し か し ， こ れ ら の 乙 と が結果的 に は顧 問 教 師 の 「 自 由 時
間 」 ゃ 「趣味活動」 「 家族 と の 団 ら ん 」 の 時 間 や 機会 を 奪 っ て い る も の と 思わ れ る 。
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ま た ， 運動部活動指導 に よ る 経済 的影響 も 無視で き な し 、 。 例 え ば ， 表21 に み る よ う に ，
顧 問 教nm の 3 人に 2 人が部活動指導の た め に 私 貨 を 使
な か で も 6 . 2�杉の 顧 問教師 は I 年聞 に 5っ て い る が ，
万 円 以上 も 部活動指導の た め に 出 費 し て い る 。
部活動指導 の た め の個 人 的
出 費 と 金額 （年間） ( Q40) 
表21
qる
運動部活動 を と り ま く 状況( 5 )  
運動部活動指導 と い う 行動 は ， 顧 問 教師 の 部活 動 に
24 . 9  万 円 未 満
出
対す る 態度や教育理念な ど の 内 的要因 や 運動部員 の 能
16 . 6 
1 1 . s 
2 万 円 未 満
3 万 円 未 満費
力 ・ 意欲， 家族 （特に配偶者） の理解， 顧 問 教flili を と5 . 2 4 万 円 米 満
り ま く 学校長 ・ 同僚教師 ・ 父兄 ・ ス ポ ー ツ 団 体 関 係 者nu l 5 万 円 未 満
あ
な ど の 部活動 に対す る 期待や 関心の よ う な 外 的要因 に6 . 2 5 万 円 以 上り
よ っ て も 強 く 規定 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 こ の よ う2 . I D K , N A , 
な顧問教師 の指導行動 を 規定す る 諮要 因 の 詳細 な 分析32 . 2 しな費出
こ こ で は ， 部活動 を と り まは別稿に 論述す る と し て ，289 数実
く こ れ ら の 状況の い く つ か を と り 上 げ て み よ う 。
運動部活動 に 対 す る 周 囲 の 期待や関心① 
顧 問 運 動部の 活動の 活発化や 対外詰合 （大 会） での成績 は ， 顧問 数日ill の 部活動 に 対 す る
そ こ で ， 顧 問 教師 を と り ま く意識 ・ 態度や 指導行動 と 強い 関連 を も っ て い る と み て よ い 。
さ ま ざ ま の 人 び と の 顧問運動部 に 対 す る 態度 を 顧問教師 自 身 が ど の よ う に 認知 し て い る の
か を み て み る と ， 表22に み る よ う に ， 顧問教師の 多 く は 顧問運動部の活発化や競技力 向 上
な か で も 強 いl 乙 対 す る 周 囲 の 人 び と の期待や 関 心 は 全般的 に か な り 高 い と 認知 し て い る 。
顧問運動 部の活発化 ・ 競技力 向 上 に 対す る期待 ・ 関 心 （ Q25)
-%-
表22
実数 ＝289
か な り 強い
期待 と 関心
を も っ て い
る と 思 う
6 
わ か ら
とE い
5 
期待や関心
は 全 く も っ
て い な い と
思 う
4 
も っ て い
な い万 Tご
と 思 う
3 
ど ち ら と
も い え な
2 
も っ て い
る 方 だ と
思 う
J .  7 J . 7 4 . 8  17 . 0  47 . J 27 . 3 長校学
0 . 7 J . 4 9 , 7  33 . 2 40 . 8  13 . 8 生先の僚同2 . 
J . 4 3 . J 6 . 9  3 1 . 5 42 . 2 14 . 5 徒生の般3. 
5 , 9  3 . J 4 . 8  30 . 4 39 . 8 1 5 . 6  A T p 4 , 
2 . 1 0 . 7 3 , 5 17 . 3 40 . 8 35 , 3  兄父の員部5 . 
12 . 5 4 . 2 7 , 3  35 , 3  29 . 8 JO , 7 と人 ぴの域地6 . 
2 1 . s 
制
J . 7 2 . 4 22 . 1 32 . 2 
D K ,  N A を 除 く の で 100 . 09ちに な ら な い。
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1 9 , 4 ス ポ ー ツ 団体の 関 係者7 ,  
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期待 と 関心 を も っ て い る も の は ， 「 部員の 父兄」 の35 . 3�杉 が も っ と も 高 く ， つ い で 「学校
長 」 27 . 3� 弘 「 ス ポ ー ツ 団 体 関 係者」 1 9 . 4�ぢ と な っ て い る 。 lrtl 僚教師 や 一般の 生徒 よ り も
学校長の 期 待 や 関 心 の 強 い こ と が注 目 さ れ る が ， こ の こ と は一方 で は ， 顧 問 教師 が 部活動
指導 に か な り の エ ネ ル ギ ー を 費 や し て い る 要 因 の一つ に な っ て い る も の と 思 わ れ る 。
② 家 族 の 理 解
(2) (3） で み た よ う に ， 顧問教師の 帰宅時刻 は遅 く ， そ の 上， 休 日 や 休 暇 中 も 部活動指導や
詰合 ・ 大会の た め に 家 を 空 け る こ と が 多 い 。 そ の た め 表20で み た よ う に 顧 問教師の 「家庭
生活全般」 に わ た っ て ， ま た ， 「家族 と の 団 ら ん の機会や 時 間 」 が か な り 犠牲 に な っ て い
る 。 こ の こ と は あ る 而 で ， 家族特 に配偶者に か な り の負担 と 犠牲 を 強 い て い る の で は な い
か と 思 わ れ る が ， 表23に み る よ う に80�杉近 く の配偶 者が 顧 問 教師の 部活動指導 に よ っ て も
た ら さ れ る 種 々 の 影響 に 理解 を 示 し て
お り ， 「 無理解」 「 あ き ら め て い る 」
も の は 約 1 3�彰 に す ぎ な L 、 。 顧 問 教師 の
多 く が学校 に 遅 く ま で居残 り ， 「家庭
・ 余暇」 よ り も 「仕事」 に 生 き 甲 斐 を
感 じ ， 「運動部活動指導」 に も 多 く の
労力 を 費 や し て い る 背景 に は 乙 の よ う
な配偶者 の 深 い 理解 も そ の一因 と な っ
て い る と 思 わ れ る 。
( 6 )  運動 部 の 活 動 や 指導 に 対す る
顧 問教 師 の 意識 や 態度
人 び と の 具 体 的 ・ 個別 的 な 行動 は ，
個人の客観 的 な 存在状況 に よ っ て ば か り で な く ， そ の 個人の 体系 化 さ れ た 意 識の あ り 方に
表23 顧問教師の部活動指導 に 対 す る
家族 （配偶者） の 理解 (Q39 ) 
9杉
j .  非常に 理解が あ る 15 . 6 
2 . ど ち ら か と い え ば理解が あ る 万 62 . 7 
9 . 0  3 . ど ち ら と も い え 伝 い
4 . ど ち ら か と い え ば無理解の方
5 . 非常に 無理解
4 . 2 
6 . あ き ら め て い る 8 . 5 
実
数 2 12 
鉛 実数 は 「未婚 ・ 離死別 」 ， 「 そ の 他 」 を 除 く 。
よ っ て も 規定 さ れ る 。 そ こ で 最後 に ， い く つ かの項 目 か ら 顧 問 教 師 の 部活 動や 部活動指導
に 対 す る 意識 や 態 度 を み て み よ う 。
① 運動部活動の 教育的効果 に 対す る 価値態度
部活動 に 対す る 価値態 度 は顧問教師の部活動指導行動 を 規定す る 内 的 要 因 の ー っ と 考 え
て よ い が ， 運動部活動の教育的効果 に 対す る 顧問教師の価値態 度 は ， 表24に み る よ う に ，
き わ め て 好 意 的 で あ り ， い ずれの項 目 に も 否定 的反応 を 示す も の は 皆無に 近 い 。 特 IC:: , 「
心身の健康の増進」 「教師 と 生徒の 人 間 関 係 の 向 上 」 に つ い て は 70�ぢ以上 の 顧 問 教師 が そ
の効果 を 積極 的 に 肯定す る な ど ， 全般的に 運動部活動の 教育的効果 を 高 く 評価 し て い る 。
そ し て ， ζ の 価値態 度 は 「 心身 の 健康の増進」 を 50歳代 教 師 が 高 く 評価 （50代＞40代 ＝20
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表24 運動部活動 の 教育的効果 に 対す る 価値態度 (G 4S) 
－%一 笑数 ＝289
2 3 4 5 
全 く そ の そ ん な 気 ど ち ら と そ ん な 己 主 は そ ん な こ
通 り も す る も い え な は い よ う 芯気 と は 全 く
1 .  運動部活動 は ， 教
役
師 と 生徒 と の人間 ｜I 関 係 を 高 め る の に 立つ 70 . 6  
2 .  運動部活動は ， 生徒が学校生活 を 楽
し む の に 役立つ 6 1 . 9  
3 .  運動部活動 は ， 生徒の心身の健康 を 74 . 4  増進す る の に 役立つ
4 .  運動部活動 は ， 公正心， 責任感， 秩 ｜序 あ る 態度 を 育 て る の に 役立つ 6 1 . 6  
5 .  運動部活動 は ， 生徒の愛校心や連帯 ｜感 を 高め る の に 役立つ 46 . 7  
6 .  運動部活動は ， 集 ｜引生活の し か た を 59 . 9  学ぶ の に 役立つ
7. 運動部活動は ， 生徒の非行化 を 防 ぐ
の に役立つ 50 . 5  
8 .  運動部活動 は ， 生徒の運動欲求 を 充 ｜足 さ せ る の に 役立つ 56 . 7  
26 . 6  
3 1 . 1 
20 . 4  
26 . 0  
33 . 6  
28 . 7  
32 - 5  
33. 6  
い が す る な い
2 . 8  
5 . 9 Q . 7  0 . 3 
5 . 2  
1 ) .  8 Q . 3 Q . 3  
1 7 . 0  2 . 1 Q . 7  
10 . 4  1 .  0 
14 . 9  1 . 4  Q . 7  
9 . 7  
代， P <0 . 01 ) す る 傾 向 が あ る も の の ， 他の項 目 に 関 し て は ， 年齢 ， 性， 結婚 に よ る 差 は
み ら れ な い 。
② 運動部活動 と 人間形成
表25 部活動 で の 人間形成 は 「 勝利 志 向 」 と
「楽 し み 志 向 」 の ど ち ら が役立つ か (G47) 
実数 ＝289
A . 勝利志向 B . 楽 し み志向
「 運動部活動 で は ， 「 運動部活動 で は ，
運動 を 楽 し む こ と よ 試合に 勝つ 乙 と よ り D り も 試合K 勝つ こ と も ， 運動 を 楽 し む こ
l乙 重点 を 置 い て指導 と に 重点 を 白 い て指 K し た方が， 苦 し い練
習 に 耐 え ， そ れ を 通 導 し た万が， か え っ
し て 人間形成 に 役立 て 望 ま し い 人間形成
つ 商が大 き い と 恩 に役立つ面が大 き い N 
う 」 と 思 う 」 A 
15 . 、2ー ーー 『Ir一一£ － 8 28 .、oー 一Ls o 1 . 0  63 . 0  36 . 0  
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こ の よ う に ， 運動部活動 に
対す る 顧 問教 師 の 価値態 度 は
き わ め て 好意 的 で あ る が ， 教
育活動 と し て の 部活動の 究極
の 目 的 で あ る 人間 形成 は ， ど
の よ う な 部活 動 に よ っ て 達成
さ れ る と 考 え て い る で あ ろ う
か 。 こ こ で は ， 運動部活動の
具体 的 な 活動 目 擦 を 「勝利志
向 」 と 「 楽 し み 志 向 」 の 2 つ
に 分 け ， ど ち ら の 目 標 を 志向
す る 部活動が人 間 形成 に よ り
役立 つ と 考 え て い る か を さ ぐ
中学校の運動部顧問教師 の 生活 と 意識
っ て み た 。 表25に み る よ う に ， 顧 問 教師 の63�彰が 「勝利志 向 」 を 支持 し ， 勝利 を 目 指 し た
苦 し い 練習 の プ ロ セ ス の な か に 人間形成に役立つ｜師 が あ る と 考 え て い る 。 l 年中運動部活
動指導 に 精励 し て い る 顧問教師の 多 く に は ， こ の よ う な 「勝利志 向 ＝ 苦 し い練習 ＝ 人 間 形
成」 と い う 態 度 パ タ ー ン が形成 さ れ て
内a－
に崎、
一
タ
’り
－
ちか
一
どる
－ーーー
のい
－
導て
－
指じ
－
科感－教を
－
と」
－
導斐一指甲－動り－活や
－
部
「
－
’o 内，‘表
③ 部活動指導 と 教科指導
表13. 14で み た よ う に ， 顧 問 教Rrli は
部活動指導 に 学校 てe 費 や す エ ネ ル ギ ー
の % を 投入 し て い る 。 ま た ， 約25�彰の
顧問教師が教科指導 と 同 等 か そ れ 以 上
の エ ネ ル ギ ー を 部活動指 導 に 配 分 し て
い る 。 そ こ で， 表26に み る よ う に ， 顧
問 教師 が 部活動指導 と 教科指導の ど ち ら に や り 甲 斐 を 感 じ て い る か を み て み る と ， 部活
動指導 ＞ 教科指導型 15 . 6�弘 部活動指導 ニ 教科指導型43 . 9% ， 部活動指導 ＜ 教科指導型
I . 部 活 動 指 導
2 .  ど ち ら か と い え ば部活動指導
3 . ど ち ら に も 同 じ く ら い
4 .  ど ち ら か と い え ば教科指導
5 . 教 科 指 導
6 .  ど ち ら に も 感 じ な い
7 . そ の 他
実 数 289 
い る か も 知 れ な い 。 ま た ， 乙 う し た 態
度形成に は 顧 問 教 師 の 過去の ス ポ ー ツ
経験が強 く 関与 し て い る も の と 思 わ れ
る 。
39 . 1 �ち と な っ て お り ， 部活動 に も 教科 に も や り 甲 斐 を 感 じ て い る 教師 が も っ と も 多 い が ，
乙 の や り 甲 斐 と 年齢， 性， 結婚等の 属性 と の 聞 に は有意 な 関連 は み ら れ な い 。
④ 運動部活動の 社会体育への
移行
教師の 過重負担や 部活動 中 の 事
故の 責任 の所在等 を め ぐ っ て ， 一
時運動部活 動 を 学校教育外の活動
と し て 位 置づ け ， 社会教育 に 移行
す る こ と の 是非が盛ん に 論議 さ れ
た 。 そ し て ， 各地で さ ま ざ ま の 部
活動 が試行 さ れ た 。 そ の 後， 学習
指導要領 の 改正 に よ っ て 学校の行
う 教育活動の ー っ と し て 位置づ け
ら れ る よ う に とC っ た が， こ れ に 対
す る 顧 問 教師 の 態 度 は ， 表271と み
表27 部活動 の振興は 「 社会教育」 と 「 学校教育」
の ど ち ら が よ い か （Q47)
実数 ＝ 289
A . 社会教育 で援輿 B . 学校教育 で鍍興
「運動部活動 は ク ラ 「確かに 運動部活動
ブ活動 と ち が っ て教 は教師の負担が大 き D 
育課程外の活動 で あ
い し ， 活動中 の 事故
の責任 な ど の 問題 も K 
り ， 教師の負担 も 大 あ る が， そ れ 以上 に
き い の で社会教育 に 教育的意義が高い の
移行 し て振興 し た 方 で ， あ く ま で学校の N 教育活動 と し て振興
が よ い 」 し た方が よ い 」 A 
霊的 肯定 極消的 定宵 自 ； i ! : 
% 8 . 7  17 . 6  29 . 4  Q . 3 
- 67 -
西 垣 完 彦
る よ う に ， 約73%の顧問 教師 が い く つ か の 間題点 を 認め な が ら も 運動部活動 を 学校の 教育
活動 と し て 振興 し た 方が よ い と 考 え て お り ， 部活動の社会体育化志向 を 支持す る 顧 問 教師
は % 程 度 に す ぎ な い 。
⑤ 運動部活動指導 に 対 す る 周 囲 の 人 び と の 評価の 自 己認知
一般に 他者の 評価 （承認） は 個人の 行動 を 規定す る 重要 な 要 因 の 一 つ で あ る 。 こ こ で
表28 部活動指導 に 対 す る 評価 の 自 己認知 ( Q 44) 
I . 学 校 長
2 . 同 僚 の 先 生
3 ， 一 般 の 生 徒
4 .  p T A 
5 . 部 員 の 父 兄
6 . 地 域 の 人 び と
7 ,  ス ポ ー ツ 団 体 の 関係者
十
て
う
］
分
い
に
め
よ
う
認
る
思
20 . 8  
14 . 5  
1 7 . 0 
1 1 . 1  
19 . 4  
s . o  
9 , 7  
少めよ－
a4
し
て
ほ
認
る
う
！
は
い
思
40 . 8  
46 . 4  
43, 3 
30 . 4  
39 . l 
19 . 0  
24 . 9  
鈎 D K ,  N A を 除 く の で l00 . 0%fL な ら えE い。
ど
も
い
’1・
＋り
い
ー
ら
え
22 . 1 
22 . 1 
24 . 9  
29 . 8  
20 . 8  
34 , 9  
29 . l  
と
な
4
り
な
思
ま
い
に
あ
て
う
め
よ
認
い
う
10 . 0  
10 . 4  
6 . 6  
7 . 6  
7 , 3  
4 , 5  
5 . 2  
J7
一
全
て
よ
？
－
ノ、L
う
一一－
川
、
数－
1
L
実－
h
、
ぅ
一
一
5
齢制唱－l、！ な
ω一
i
ら
q
L・
，tp
1 . 4  4 , 5  
2 . 1 4 . 2  
1 . 4  6 . 6  
2 . 4  1 8 . 3 
2 . 1 1 1 . 1  
3 , 5  29 . 8  
2 . 1 28 . 7 
は ， 顧 問 教師の 部活動指導 に 対す る 周 囲の人び と の 評価 に つ い て 顧 問 教師 自 身 が ど の よ う
に 認知 し て い る か に つ い て み る と ， 表28に み る よ う に ， 顧 問 教師 は 学校長， 同僚教師 ， ー
般の 生徒， 部員の 父兄 の 約 6
表29 運動部の 鶴 員 や競技成績に対す る 割 が ， 自 分 た ち の 部活動指導
満足度 ( Q 41 . 42) 一労ー
部・ 意
員
欲
の・ 能態
力
度 競
l 年
技成
間
績
の の 価値 を 認め て い る ， と 自 己
な ど に lζ 認知 し て い る 。 一般 に 顧 問 教
l . 非 常 に 満 足 2 . 1 4 . 2  師 の 多 く は ， 自 分 た ち の 指導
2 . ど ち ら か と い え ば満足 24 . 9  26 . 0  行動 を 周 囲 の 人び と が比較的
3 , ど ち ら と も い え な い 18 . 7 13 . 8 高． く 評価 し て い る ， と 考 え て
4 ,  ど ち ら か と い え ば不満足 46 . 4  44 . 6  い る と み て よ い 。
5 . 非 常 に 不 満 足 6 . 9  10 .  7 ⑥ 運動部活動 に 対す る 満
6 . わ か ら な い 1 . 0  0 . 7 
足 度
実 数 289 289 生徒 （部員） の 運動能力 や
活動意欲 そ れ に 部活動 に 対 す
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中 学校の運動部顧問教師 の生活 と 意識
る 態度の ほ か ， 指導の 成果 の 認知 な ど は ， 顧問教師の 指導意欲 を 規定す る 要 因 の ー っ と 考
え ら れ る が， 表29に み る よ う に ， 半数以上の顧問教師 が ， 部員の 能 力 ・ 意欲 ・ 態 度 や 競技
成績 に 不満 を 感 じ て お り ， 満足 し て い る も の は30�彰程度 に す ぎ な い 。
⑦ 運動部活動指導 に 対す る 意識 ・ 態度
と こ ろ で ， 顧 問 教師 は 部活動指導の 際 ど の よ う な 意 識 を も っ て 指導 に あ た っ て い る の で
あ ろ う か 。 表30に み る よ う に ， 生 き 甲斐型 （ 「 生 き 甲 斐 を と て も 感 じ て 指導」 23 . 2�杉 ） ，
楽 し み 型 （ 「生 き 甲 斐 は そ れ ほ ど 感 じ な い が 楽 し く 指導 」 51 .9�的 教師 が全体の 弘 を 占 め
J . 生 き 甲 斐 型
2 . 楽 し み 型
3 . 義 務 型
4·. 校 務 型
表30 部 活 動 指 導 意 識 （Q 48)
「 生 き 甲斐 を と て も 感 じ て指導 し て い る 」
「 生 き 甲斐は そ れ ほ ど感 じ な い が楽 し く 指導 し て い る 」
「 生 き 甲斐
て指
も
導
楽 し み も そ れ ほ ど感 じ な い が ， 顧問 の 義務 fご
と 恩 っ し て い る 」
「 あ ま
」
り 気がすす ま な い が， 校務な の で仕方な く 指導 し て
L 、 る
そ の 他
実 数
雪量
23 . 2  
5 1 . 9  
19 . 0  
4 . 2  
J .  7 
289 
て お り ， 義務型 （ 「 生 き 甲 斐 も 楽 し み も そ れ ほ ど 感 じ な い が， 顧 問 の 義務 だ と 思 っ て 指導
」 19 . 0% ） ， 校務型 （ 「 あ ま り 気がすす ま とE い が ， 校務 な の で仕方な く 指導 」 4 .2�彰 ） の
比較的消極 的 伝 顧問 教師 は 全 体の % 以下 で あ る 。
つ ぎ に ， 運動部活動指導 に 対す る 顧 問 教師の 態度 を ， 表31 に み る よ う な 8 つ の 意見 に 対
す る 反応結果か ら み て み よ う 。
運動部活動指導 が 「 自 分の 生活 に ハ リ と 生 き 甲 斐 を 与 え て く れ る 」 と す る も の は 61 . 3
9 弘 「趣味 の 一 つ で あ る 」 と す る も の は 60 .6�弘 「奉仕活動」 と す る も の は51 .5�弘 「 教
師 と し て 当然の 義務」 と す る も の は56 . 8必 で あ り ， 乙 れ ら 4 つ の 意見に 対 し て は 肯 定 的 態
度 を 示す も の が半 数 を 超 え て い る 。 乙 れ に 対 し て ， 運動部活動指導が 「 教師 と し て の 力量
を 発揮 」 し た り ， 「強 い選手や チ ー ム を 育 て た い と い う 夢の 実現」 の 絶好 の場 の 一 つ で あ
る と す る も の は 約35% で あ る が， 後者の意見 に 対 し て は わ ず か で は あ る が否定的態度 を 示
す も の が 多 い 。 そ し て ， 部活動指導が 「 余 り に も 負担の大 き い 仕事」 で あ っ た り ， 「社会
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表31 部 活 動 指 導 に 対 す る 態 度 （ Q 45)
1 .  私
分
に と
活
っ て ， 顧問運動
き
部の指導
与
は ，
自 の生 に ハ リ と 生 が い を え て
く れ る も の で あ る
2 .  私
分
に と っ て ，
味
顧問運動部 の指導 は ，
自 白 身 の 趣 の一つ で あ る
3 .  私
f:I:
に と っ て ， 顧問運動部の指導 は ，
奉 活動 で あ る
4 ,  私
師
に と っ て ， 顧
義
問運動部の指導 は ，
教 と し て 当 然、の 務 で あ る
5 ,  私
闘
に と っ て ，
力
顧
量
問運動
揮
部の指
絶
導
好
は
場
， 
教 と し て の を 発 す る の
の一つ で あ る
6 .  私
り
に と
負
っ て ， 顧
大
問
き
運動仕部の指導 は ，
余 lと も 担の い 事 で あ る
7 .  私 に
実
手
と っ て ， 顧問運動部の指導 は
私
， 
強い選 や チ ー ム を 育 て た い と レ う
の � を 現す る た め の絶好 の場 で あ る
8 .  私
会
好
に と
用
っ て
名
，
誉
顧問運動部の指
役
導 は ，
絶
社 的
場
信 ゃ を 受 け る の に 立つ
の の一つ で あ る
－修一 実数 ＝ 289
2 3 4 5 
全 く そ の ど ち ら か ど ち ら と ど ち ら か と そ ん な こ
通 り と い え ば も い え な い え ば そ ん と は 全 く
そ う fご L 、 な と と は な い な い
] 8 .  7 42 . 6  26 . 0  7 . 6  5 . 2  
20 . 1 40 . 5 16 . 3  13 . 5 9 , 7  
20 . 4  3 1 . 1 26 . 3  13 . 1 9 . 0  
22 . 5  34 , 3 27 . 7  8 . 7  6 . 9  
l J. 4  23 . 2  36 . 0  ]5 . 2  14 . 2  
5 , 9  19 . 0  33 . 2  27 . 7  14 . 2  
1 0 .  7 24 . 6  27 . 0  20 . 1  17 . 6  
1 .  7 5 , 5  26 . 0  1 7 . 6 49 . l 
的信用 や 名 誉 を 受 け る の に 役立 つ 」 絶好の 場 で あ る と い う 意見 に 対 し て は 否定 的 態 度 を 示
す も の が 多 い が， こ の 傾 向 は 特 に 後者 の 意 見 に 顕著 で あ る 。 こ れ ら 8 つ の 意見 と 年齢 と の
聞 に は 有意 な 関連 は み ら れ な い が ， 運動部活動指導が 「趣味 の 一 つ 」 で あ る と い う 意見 に
対 し て 女教師 は 男 教師 に 比 し て 否定的態度 を 示す も の が 多 い （ 資 1 : P <0 . 05） 。 逆 に 「
奉仕」 に 対 し て は 肯定的態度 を 示す も の が 男教師 に （ 資 1 : P <0 . 05） ， ま た ， 未婚者 よ
り 既婚教師 に 多 い （ 資 1 : P <0 . 02） 。 さ ら に ， 「強い選手や チ ー ム を 育成 し た い と い う
夢の 実現」 の 場 に 積極的肯定的態度 を 示す も の は 末婚教師 に 多 い （ 資 1 : P <0 . 05） 。
4 ， 結 言喜
以上， き わ め て 大雑把で は あ る が ， 中学校の運動部顧問教師 の 生活 と 意識 の 実態 を 多 角
的 か つ 個別 的 に 分析 し 概観 し た 。 紙数 の 制約 も あ つ て 調査結果の l 部 を 羅
tζ と ど め ぎ る を 得 な か つ た tζ も カ〉 か わ ら ず ， 中学校の運動部顧 問 教師 の 生活 と 意識の ア ウ
ト ラ イ ン を あ る 程度素描 で き た よ う に 思 う 。
以下， 小稿 で 明 ら か に な っ た 点 の い く つ か を 要約 し て 結語 に か え た い 。
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① 顧 問教師 の ス ポ ー ツ 愛好の程度 は ， 年齢， 性 ， 結婚な ど の 属性 と 関 係 な く ， 全 般 に
極 め て 高 い 。 ま た ， ス ポ ー ツ 経験 に つ い て も 約82�彰の教師 が学校時代 に 運動部加入経験 を
も っ と と も に ， 部活動 を 活発 に 行 っ て お り ， 運動部顧問教師 と し て の 運動資質 は こ の 点 か
ら み る 限 り か な り 秀 れ て い る と み て よ い だ ろ う 。
② し か し ， 乙 う し た 資質 を も っ て い る に も か か わ ら ず ， 部活動指導 に 自 信 を も っ て い
な い顧 問教師 が半数以上 も あ る こ と ， ま た ， 乙 の傾向 が20歳代や女性教師 に 持 に 顕著 で あ
る こ と が注 目 さ れ る 。 部活動指導能力 の 向上 と 自 信 は ， 豊富 な ス ポ ー ツ 経験 と 高 い 運動技
能の ほ か に （ あ る い は 別 I L ） ， 顧問教師 と し て の 日 常 の 研修 と 実践活動 を 通 し て 函 養 さ れ
る も の で あ ろ う 。 ま た ， 近年女教師 が増加 し つ つ あ る が ， 運動部活動が学校の 教育活動 と
し て 位置 づ け ら れ ， そ の 機能が益 々 重要に な っ て き て い る だ け に ， 指導能力 向上の た め の
積極的 な 自 己研修が期待 さ れ よ う 。
③ 顧 問 教 師 の 日 々 の 生活 は ， 学校 （ 仕事） 中心 に 展開 さ れ て い る 。 そ し て ， 授業後の
仕 事 と し て 運動部活動の 占 め る 割合 は 大 き い が ， 特 に 未婚者ーや20 ・ 30歳代教師の 大半 は 部
活動指導 が第 l の 仕事 と 伝 っ て い る 。 そ の た め 退勤時刻 も 一般に 若年教師 ほ ど 遅 い 。
④ 運動部活動の 指導程度 に つ い て は ， 土曜 日 の 秋冬期の 指導時聞 を 除 い て ， 年齢，
性 ， 結婚な ど の 属 性 に よ る 差 は み ら れ な い 。 し か し ， 早 朝 や 休 日 や 休 暇 中 の 部活動 を 「 い
つ も 指導 す る 」 も の は 未婚教師 に 多 い 。 運動部活動への情熱の ほ か に 「独身」 と い う 身軽
さ が指導の た め の 諸 条件 を 比較的容易 に っ く り 出 せ る か ら で あ ろ う 。
⑤ 部活動指導 に よ る 影響 に つ い て は ， 半数以上の顧問教師 が ， 自 由 時 間 ， 趣味， 家
庭， 家族 と の 団 ら ん ， 教材研究な ど が 犠牲 に な っ て い る と 答 え て い る が ， 特 に 自 由 時 聞 の
犠牲度が も っ と も 強 L 、 。 し か し ， 家族特 に 配偶 者の 約80�彰 は 顧 問教師 の 部活動指導 に よ る
家 庭 （族） への 種 々 の 影響 に 深 い理解 を 示 し て い る 。
⑥ 顧問教師の 多 く は ， 顧問運動部の活動の活発化や 競技力向 上 に 対 し ， 学校長， P T 
A ， 部員の 父兄 な ど が強 い 関 心 と 期待 を も っ て い る と 認知 し て い る 。
⑦ 運動部活動の教育的効果 に 対す る 顧問教師の 価値態度 は き わ め て 好 意 的 で あ る 。 そ
し て ， 運動部活動 を 社会教育 に 移行す る の で は な く 学校教育の 中 で 積極 的 に 振興 し た 方 が
よ い と 考 え て い る 。 ま た ， 部活動の 究極的 目 的 で あ る 人間形成に は ， 「 楽 し み 志 向 型 」 よ
り も 「勝利志向 型 」 部活動の方が寄与す る 面が大 き い と 考 え て い る が ， 乙 の 考 え 方 は や や
も す る と 勝利志向 ニ 苦 し い 練習 ＝ 人間形成 と い う 一面 的 な ノT タ ー ン と 短絡 的 に 結び つ き や
す い 。 こ の 点 に つ い て は さ ら に 詳細 な 分析 を 試 み た い 。
⑧ 年齢 ， 性， 結婚 な ど の 属性 に 関 係な し 顧問教師の 約60�ち は ， 教科指導 と 同 じ く ら
い に あ る い は そ れ 以 上 に 運動部指導 に や り 甲 斐 を 感 じ て い る 。
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⑨ し か し ， 運動部活動指導 に 対 す る 顧問教師の意識や 態 度 は 複雑 で あ る 。 つ ま り ， 部
活動指導 を 教師 と し て 当 然 の 「義務」 と 考 え る 一方で ， そ れ を 「趣味 」 ゃ 「奉仕活動」 と
考 え た り ， さ ら に ， 教師 と し て の 「 力量発揮」 や 強 い選手 ・ チ ー ム を 育成 し た い と い う 教
師 個人の 「 夢 の 実現」 の場 と し て 部活動 を と ら え る 顧問教師 も い る な ど ， そ の 意 識 や 態 度
は 多 様 で あ る 。
こ の よ う な 運動部顧問教師 の 生活体系 や意識構造， さ ら に 運動部活動指導行動 を 規定 す
る 要因 や そ の 全体的構造に つ い て は 稿 を 改 め て 論ず る 予定 で あ る 。
イサ 「巳
本調査の実施 に あ た り ， 各都道府県中学校体育連盟 を は じ め 調査対象地の教育委員会や調査 に C協力
い た だい た 中学校の運動部顧問 の先生方に 心 よ り お 礼 を 申 し 上 げ ま す。
ま た ， 調査 や結果の集計処理に あ た り ， 藤 田 匡 肖 （三重大学教授） ， 坪田 暢 允 （名古屋学院大学助教
授） , J 1 1商正志、， 山本秀人 （中 京大学研究員） ， 鈴木文明 （名古屋大学研究員） の 諸氏K 格別 の C協力
を い た Tごい た こ と に 対 し 深謝 し ま す。
な お ， 本調査の統計的処理は 名古屋大学大型計算機セ ン タ ー を 利用 し て行 っ た 。
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中学校
の
運動部顧問教師
の
生活 と 意識
付 録 資 料 2
調 査 票 お よ び 回 答 の 単純集計 （ 労 ） 一 中 学 校 一 〈 注〉
也記
中 ・ 高等学校
の 運動部顧
問 教 師 の 生 活
と 意識 に 関
す る 調査
記 入 上 の お 願 い
1 .  質聞 に 回答項 目 が あ る 場合 は 、 あ て は ま る 数字 を Oでか 乙 ん で く だ さ い 。
2. ( ） や 〔 〕 の な か に は 、 そ の 内容 を で き る だ け 具体的 に 記入 し て く だ さ い 。
a. 乙 の調査で い う 運動部 と は 、 い わ ゆ る 課外活動 と し て 行 わ れ て い る 部活動 の と と で 、 教育課
程 と し て の ク ラ ブ活動 （必修 ） と は異 な り ま す の で 、 回 答 の 際 に 十分注意 し て く だ さ い 。
ま ず、 先 生 の 学 校 の 部活動の こ と か ら お さ き し ま す
Q 1 . 先生の学校で は 、 部活 動 は 全員参加制ですか、 そ れ と も 自 由 参加 制で す か 。
1. 全員参加制 （ 45.0 ) 2. 1 部学年 （ 年 ） の み 全 員 参加制 （ 2.4 )
a. 自 由 参加制 （ 52.2 ) 4. そ の他 （0. 3 )
Q 2. 部活動 と ク ラ ブ活動 と の 関連 は ど の よ う に な っ て い ま す か。
1 . 部活動 と ク ラ ブ活動 と 一本化 し て い る （ 36.3 )
2. 部活動 と ク ラ ブ活動 と を 分 け て い る （63.0 ) a . そ の 他 （0.7 )
Q 3. 運動部活動の 顧問教師は ど の よ う な 方法で決 め ら れ て い ま す か 。
1 . 教師の希望 ど お り 決 め る （ 1 1 . 8 ) 2. 教師の希望 を と り 、 相互 に 調整 し て決 め る （ 85. 5 )
a. 教師の 希 望 を と ら ず に決め る （1.4 ) 4. そ の 他 （ 1 .0 ) DK , N A  ( 0. 3 )  
Q 4. 先生が 、 現在 、 顧問 を さ れて い る 運動部 はつ ぎ の ど れです か 。
1 . 硬式野球 （中 学 ・ 軟式） 部 2. 剣道部 3. バ レ ーポー ル 部 4. 陸上競技部
表 1 参照
S Q  1 . 現任校 で 乙 の運動部の顧問 に な っ て 、 ζ の 4 月 で な ん年 に な り ま すか 。 （ ） 年
S Q 2. 先生 は 、 現任校 以外で も と の 運動部の顧問 を さ れて い た 経験が あ り ま す か 。
1 . 以前の学校 で 乙 の運動部の顧問 を 経験 し た →経験年数 （ ） 年 （ 51 . 9 )
2. 以前の学校で は 乙 の運動部の顧問 を 経験 し な か っ た （ 21 . 1 )
a . 現任校が教 師 と し て 最初の学校 で あ る （27.0 )
＠ゐ ）
～ 4 年 ～ 9 年 ～ 14 年 ～ 19 年 ～ 29 年 so年以上 DK ,NA 
現任校での経験年数 （ S Q l) 69. 9 21. 7 1 .  7 0. 3 0. 3 
総経験年数 （SQl + SQ2 (1》 40. 5 30. 1 1 0. 7 6. 6 1 0. 0 1 . 4 0. 1 
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S Q  3. 上記の運動部の う ち 、 顧問 を さ れ て い る 運動部 は男 子 と 女子 の ど ち ら です か 。
1 . 男 子部 （ 42.9 ) 2. 女子部 （20.4 )
3 . 男 子 と 女子の両部 （ 3 6.7 )
S Q  4. と の運動部の 顧 問 教師 は 、 先生 お 1 人ですか （実習助手や事務職員の 方 は 除 く ） 。
1 . 自 分 1 人だ け （ 54.7 ) 
3. 3 人 （ 6.6 ) 
2. 2 人 （ 3 7.4 )
4. 4 人 以上 （ 1.4 )
Q 5. 先生 は 、 顧問 と し て 、 乙 の運動部活動の 技術的指導 を さ れて い ま す か 。
1 . 技術 的指導 を し て い る 2. 技術的指導 は し て い な い
S Q  1 . 先生以外に も 技術的指導 を し て い
る 人が い ま す か
S Q 2. そ れで は 技術的指導 を し て い る 人
が い ま す か
1. い る 2. い な い 1. い る 2. い な い
S Q  3. で は 、 主 に ど ち ら の方が技術的指導 を す る 場合が多 い で す か
1. 自 分の万が多 い 2. 同 じ 位 3. 自 分以外の 人 が多 い
S Q 4. そ の人 は ど ん な 人 です か （ あ て は ま る も の 全て を Oでか 乙 ん で く だ さ い ）
1 . 教頭 2. 教諭 3. 実 習 助手 4、 事務職員 5. 専任講師 6. 非常勤講師
7. そ の他
（ 技術指導 ） （ 自 分以外に ） ど ち ら が多 い か % 
56. 7 
し て い る 自 分の方 1 4. 9  
L 、 る
自 分以外の方
D K . NA 1 . 4 
6. 6  
し て い な い
い な い 3. 5 
（ 注 ） S Q 4 略
Q 6. 先生 は Q 4 の 硬式 （軟式 ） 野球 、 剣道、 バ レ ー ボ ー ル 、 陸上競技の 4 つ の運動部以外の部活動
の顧問 を 兼務 さ れ て い ま すか。
1 . 兼務 し て い る （ 5. 9 )  2. 兼務 し て い な い （ 94. 1 ) 
S Q  1 .  そ の 部活動 は 、 運動 （体育 ） 部で・す か 、 そ れ と も 文化部ですか
1 . 運動部 （ 3.5) 2. 運動部 と 文化部の両方 （ 0. 3 ) 3. 文化部 （ 2. 1 ) 4 . そ の 他 〈 ー 〉
S Q 2. で は 、 兼務 し て い る 部活動 と Q 4 の運動部活動の ど ち ら に力 点 を 置 いて 指導 さ れていますか
1. 硬式 （軟式 ） 野球 、 剣 道 、 バ レ ー ボ ー ル、 陸上競技部の万 に 、 力 点 を 置 い て 指導 し て
い る は. 8 ) 2. 硬式 （軟式 ） 野球、 剣道、 バ レ ー ボ ー ル、 陸上競技部以外の運動部
の方に 、 力 点 を 置 い て 指導 し て い る c o. 7 )  3. む し ろ 文化部の方 に 、 力 点 を 置 いて 指導
し て い る （ 0. 7 )  4. ど ち ら の運動部 に も 同 じ く ら い の 力 点 を 置 い て 指導 し て い る （ 0. 7 )
5 . い ず れの部活動 も ほ と ん ど 指導 し な い （ ー 〉 6. そ の他 〈 ー 〉
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以下の 質問 で は 、 先生 が直接、 部活動 の指導を さ れ て い る 、 さ れ て い な い に 関 係 な く 、 前 記 Q
4. の硬式 （ 軟式 〉 野球部、 剣道部、 バ レ ー ポ ー ル部、 陸上競 授部 の う ち 、 先生 が顧問 を さ れ て い
る 運動 部 の こ と に つ い て お き さ し ま す 。 し た が っ て以 下 の 文 中 で は こ の 4 つ の 運動 部 を顧問運動
部 と 表現 し ま す の で、 こ れ ら の 運動部以外の部活を兼務 さ れ て い る 先生 は 回答の 際 に 十分注意 し
て く だ さ い 。
Q 7. 顧問運動部の部員数 は 、 学年は じ め の55 年 5 月 ご ろ な ん人 で し た か、 男 子部 と 女子部の両方の
顧問 を さ れ て い る 場合 は 、 そ の 他の と 乙 ろ で男 ・ 女別 に 記入 し て く だ さ い 。
1 . ～ 9 人 （ 2. 1 ) 2. ～ 1 9人 （ 1 4. 9 )  3. ～29人 （ 20. 4 )  4. ～ 3 9 人 （ 1 1. 3 )  
5 . ～49人 （ 1 9. 0 )  6. 50人以上 （ 24. 2 )  7. そ の 他 DK , NA ( 2.0 ) 
（注 ‘ そ の 他 。 の 回 答 は 、 男 女 の 合計数 で 1 ～ 8 に 入 れ て あ る ）
Q 8. 顧問運動部の活動 の た め の 施設 （ グ ラ ン ド や コ ー ト や 道場 な ど ） は 十 分 あ り ま す か 。
1 . 学 内 の 施設で十分 で き る （ 27. 7 )  2. 学外 に あ る 学校の施設 で十分で き る （ 1 .  4 )  
3 . 他部 と 合 同 で十分で き な い （ 41 . 2 ) 4. 施設が狭 く て 十分で き な い （ 26. 0 )  
5 . そ の他 （ 3. 5 ) DK , NA ( 0. 3 )  
Q 9. 運動部活動 の た め の 時 聞 は 、 学校で決め ら れ て い ま す か 。
1 . 顧問 の 指 導の 有無 に 関係な く 決 め ら れて い る （ 91 .  0 )  
2. 顧問が指導 し な い場合 だ け 決 め ら れて い る （ 7. 6 )  
3 . 決 め ら れ て い な い （ o. 7 )  4. そ の他 （ 0. 7 )  
→ S  Q 1 .  決 め ら れ た 部活の 終 了 時刻 （ 下校時刻 ） は な ん 時 で す か → 夏時 間 （ 時 分） 、 冬 時 間
（ 時 分 ）
S Q 2. で は、 決 め ら れた 時 間 内 で、 先生 は顧問運動部の 目 標 ど う り の 部活動指導 が 十分 で き・ ま すか。
1 . 十分 で き る （ 2. 4 ) 2. な ん と かで・ き る （ 28. 4 ) 3 . 少 し で き な い （ 4 1 . 2 )
4. 全 く で き な い （ 1 o. 7 )  DK , NA ( 1 5. 9 )  該 当 せず （ 1 .  4 )  
1 . 2. 3 .  4 .  5 .  6 .  7. DK 該 当 せず～ 4.29  4.30 ～ 5 .0 0 ～  5.30 ～ 6.00 ～ 6.30 ～ 7. 0 0 ～  NA 
夏 時 間 0. 3 4. 5 23. 5 35. 3 1 4. 5  4. 2  1 6. 3  1 .  4 
冬 時 間 2. 1 48. 1 21. 0 3. 5 1 . 0 1 7. 0 1 .  4 
Q 1 0. ζ の 一年 間 、 授業の あ る 期 間 の顧問運動部の活動 時 聞 は 、 平均す る と 1 日 大体 な ん 時 間 ぐ ら い
で し た か 。
〔 A 〕 月 ～ 金曜 日
春夏期 （ 4 ～ 9 月 ご ろ ） 1 . ～ 1 時間未満 （ 5. 9 ) 2. ～ 2 時 間 （ 69. 6 ) 3 . ～ 8 時間 （ 23. 5 )
4. ～ 4 時 間 （ 1 . 0 ) 5 .  4 時 間 以上 〈 ー 〉
秋冬期 （ 1 0 ～ 3 月 ご ろ ） 1 . ～ 1 時 間未満 （ 64.7 ) 2. ～ 2 時 間 （ 3 3. 9 ) 3 . ～ 8 時間 （ o. 7 )  
〔 B 〕 土曜 日
春夏期
秋冬期
4. 3 時 間 以上 〈 ー 〉 DK , NA ( 0. 7 )  
1 . ～ 1 時間未満 （ ー 〉 2. ～ 2 時間 （25. 3 ) 3 . ～ 8 時 間 （ 4 1 . 9 )
5 . ～ 5 時 間 （ 1 0. 4 ) 6 .  5 時間以上 C 2. 4 )  DK , N A  ( O. 3 ) 
1 . ～ 1 時間未満 （ 7.3 ) 2. ～ 2 時間 （ 40.5 ) 3 . ～ 8 時間 （39. 4 )
5 . ～ 4 時 間 以上 （ 2. 4 ) DK , N A  ( 1 . 4 ) 
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S Q  1 .  で は 、 先生 は 、 乙 れ ら の運動部活動 を どの 程度指導 さ れ ま し た か （土曜 日 も 含 め て ） 。
1 . 特別の事情が な い 限 り 、 いつ も 指導 し た （ 48.8 ) 2. 週 8 ～ 4 目 指導 し た （24. 9 )
8 . 週 1 ～ 2 目 指導 し た （ 1 7. 0 ) 4. ほ と ん ど指導 し な か っ た （ 8. 3) 5 . そ の他 （ 1 .0 )
S Q  2. 指導 さ れた と き は 、 平均す る と 1 日 な ん 時間 く ら い指導 さ れ ま し た か
( A ) 月 ～金曜 日 の場合 ’一一 春夏期 （ ） 時間位、 秋冬期 （ ） 時間 位
( B )  土曜 日 の場合 一一一一一 春夏期 （ ） 時間位、 秋冬期 （ ） 時間位
80 60 90 120 150  2 1 0  D K  指
分 導分 分 分 分 1 80 
分
位
以 せ
位 位 位 位 上 N A  ず
3. 1 1 9.7 1 4.5 4 1 .2 1 0.0 0.3 2.8 8.3 
秋 冬 期 24.2 44.3  8.7 9.7 0.7 4.2 8.3 
0.7 4.5 2.4 27.3 3 3. 9  20. 1 2.8 8. 3 
秋 冬 期 3.4 1 5.6 3.5 37.0 21 .5  6.6 4.2 8.3 
Q 1 1 . 学校に よ っ て は 、 始業前に部活動 （早朝練習 ） を す る 運動部があ り ま す が、 顧問運動部 で は と
の 1 年聞 に始業 前の部活動 を し ま し た か 。
1 . し た ( 73. 0 ) 2. し な カ〉 っ た （ 27.0 )
S Q  1 .  早朝練習 は ど の 程度 し ま し た か
1. ほ と ん ど毎 日 し た （ 39.4 ) 2. 週 2 ～ 8 日 し た （ 1 0. 0 )  
8 . 試合 〈大会） の 前 に 1 週 間位 し た （ 1 9.4) 4. そ の他 （ 4.2)
SQ 2. で は 、 先生 は早朝練習 に参加 し て 指導 さ れ ま し た か
1. 特別 の事情 が な い 限 り 、 いつ も 指導 し た （ 23.9 ) 2. と き ど き 指 導 し た （ 29.8 )
8 . ほ と ん ど 指導 し な か っ た （ 1 8. 0 ) 4. そ の他 （ 1 .4 )
Q 1 2. 乙 の 1 年間 、 夏休 みや冬休 み を 除 い て 日 曜 日 や 祝祭 日 な ど の休 日 に 顧問運動部 は 活動 し ま し た
か 。
1. 練 習 や公式 ・ 練習試合 （大会） な ど で、 1 年 中 ほ と ん ど 休 ま な い で活動 し た （ 32.9 )
2. 公式の試合 （大会） に参加 し た 以外 に も と き ど き 練習試合や部活動 を し た （ 50.5 )
8. 公式の試合 （大会） に参加 し た 以外 に 、 部活動 は し な か っ た （ 1 5. 9 ) 4. そ の 他 （ 0.7)
S Q  1 .  先生 は 、 乙 れ ら の休 日 の運動部活動 を ど の程度指導 ・ 引 率 さ れ ま し た か
1. 特別の事情がな い 限 り 、 いつ も 指導 ・ 引 率 を し た （ 74.7 )
2. と き ど き 指導 ・ 引 率 し た （ 1 9. 0 ) 3 . 指導 は し た が 、 引 率 は し な か っ た （ 2. 1 )
4. 指導 も 引 率 も ほ と ん ど し な か っ た （ 1 . 4 ) 5. そ の 他 （ 2.4 ) DK , NA ( 0. 3 ) 
S Q  2. 乙 の 1 年聞 に は 、 冬 ・ 夏休 み な ど の 長期休暇中 を 除 い て 、 約50 日 ほ ど の休 日 が あ り ま し た
が 、 先生が と れ ら の休 日 に運動部活動 の た め に指導 ・ 引 率 さ れ た 日 数 は な ん 日 く ら い あ り
ま し た か 。
1 .  0 日 （ 1 . 4 ) 2. ～ 4 日 （ 9.7 ) 3. ～ 9 日 （ 1 9.4) 4. ～ 1 4 日 （ 1 0. 4 )
5. ～ 19 日 （ 1 2.5 ) 6. ～ 24 日 （ 1 0.7 ) 7. ～ 29 日 （ 7.3 ) 8 .  30 日 以上 （ 28.7 )
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Q 1 3. と の 1 年 間 、 冬 ・ 夏休 み の長期休暇 中 に公式の試合 （大会 ） への参加 を 除 い て 顧問 運動 部 は 活
動 （合宿や練習試合 は 含 む ） を し ま し た か 。
1 . し た 2. し な カ〉 っ た
1 .  ほ と ん ど毎 日 ゃ っ た
2. 特 定 の曜 日 や期 聞 を き めてや っ T ， 夏季 （』 〕 一 日数lとす る と 大体なん日 位ですか ｛
3. 試 合 や 大会の あ る 前 にだけや っ た ’ 巴 冬季 （
4. そ の他 表 1 7 参 照
S Q 2. 部活動 の 時 間 は 大体 ど の く ら い で し た か
1 . 終 日 や る 乙 と が多 か っ た （ 2.4 ) 2. 午前か午後 の い ず れ か半 日 （ 4 ～ 5 時 間 ） や る
乙 と が多 か っ た （46.7 ) 3. 2 ～ 8 時 間 程 聞 が多 か っ た （ 45.Q ) 4. そ の 他 〈 ー 〉
S Q 3. そ れで は 、 先生 は 、 乙 れ ら の運動部活動 に ど の く ら い参加 し 指 導 さ れ ま し た か
1 . 特別 の事情が な い 限 り 、 いつ も 参加 し て指導 し た （ 75.4 )
2. と き ど き 参加 し て 指導 し た （ 1 5. 9 ) 3 . ほ と ん ど指導 し な か っ た （2.9 )
） 日 位
） 日位
4. そ の他 （ー〉
Q 1 4. 乙 の 1 年聞 に 顧問 運動部が参加 し た公式の試合や大会、 練習試合 は な ん 日 く ら い に な り ま す か 。
1 . 公式の試合 や大会 に 参加 し た 日 数 → 1 . ～ 4 日 （26.Q ) 2. ～ 9 日 （ 43.9 )
3 . ～ 14 日 （ 20. 1 ) 4 . ～ 19 日 （ 4. 8 ) 
5. 20日 以上 （ 5. 2 )
2. 練習試合 を し た 日 数 → 1 . ～ 4 日 （ 25.6 ) 2. ～ 9 日 （ 2 3. 5 ) 3 . ～ 14 日 （ 1 7. 3 )
4. ～ 1 9 日 （ 8.7 ) 5 . ～ 2 4 日 （ 4.5 ) 6. 25 日 以上 （ 6.6 ) 
7. 0 日 （ 1 3. 5 ) DK , NA ( 0.3 ) 
S Q  1 . で は 、 先生が 、 と れ ら の試合や大会に部員 を 引 率 し て指 導 さ れた り 、 応援 さ れた り し た 日
数 は ど の く ら い に な り ま すか 。 県 内 と 県外 K分 け て 記 入 し て く だ さ い 。
1 . 公式の試合や大会 の場合 → 県内 （ ） 日 県外 （ ） 日
2. 練習 試合の場合 → 県 内 （ ） 日 県外 （ ） 日
% 
O 日 ｜ ～ 4 .B I ～ 9 日 ｜ ～ 1 4 日 ｜ ～ 1 9 日 ｜ ～ 24 日 1 2 5 日 以上 IDK, NA
県 内
県 外
30. 1  I 45. 0  I 1 s. o 3.8 1 . 0 1 . 4  0.1 
0.1 85. 5  I 1 0. 0  3.5 0. 3 
Q 1 5. 顧問 運動部 は 、 乙 の 1 年聞 に 合宿 し て部活動 を し た と と が あ り ま す か 。
1 .  あ る （ 6. 9 ) 2. な い （ 93. 1 )
S Q  1 .  そ の回 数 と 延 日 数 お よ び時期 を ご記入 く だ さ い
（ ） 回 で 、 延 日 数 （ ） 目 、 時期 （ ） （  ） （  ） （  ） （  ） 月
S Q 2. で は 、 先生 は 、 乙 の 合宿に ど の く ら い参加 し て 指導 さ れ ま し た か
1 . 全部参加 し て 指導 し た 2. � く ら い 参加 し て指 導 し た
3. Ya く ら い参加 し て 指導 し た 4 .  全 く 参加 し な か っ た 5.  そ の他
（注） S Q  1 .  2. 略
。。
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Q 1 6. 運動 部活動 の 目 標 を 「試合や大会に参加 し て 勝 つ 乙 と （良 い 成績 を 上 げ る こ と ） J と 「勝負 は
二 の 次 に し て 、 ま ず 、 運動 を 楽 し む 乙 と 」 の 2 つ に分 け る と し た ら 、 顧問運動部の運動部員 は
ど ち ら に 力 点 を 置 い て部活動 を し て い る と 思わ れ ま す か 。
1 . 試合に 勝つ 乙 と に 力点 を 置 い て い る と 思 う （ 28.7 )
2. ど ち ら か と い え ば運 動 を 楽 し む と と よ り も 勝つ 乙 と に 力 点 を 置 い て い る と 思 う （ 50. 9 )
3 . ど ち ら か と い え ば 、 勝っ と と よ り も 運動 を 楽 し む 乙 と に 力点 を 置 い て い る と 思 う （ 1 8. 3 )
4. 運動 を 楽 し む 乙 と に 力点 を 置 いて い る と 思 う （ 2. 1 )
Q 1 7. 運動部の活動状況 を 、 部 員 の 数 、 部の ま と ま り 、 練習量 な ど か ら 判 断す る と 、 顧問運動部 の 活
動状祝 は つ ぎ の ど れ に あ て は ま り ま す か （競技 レ ベ ル は 除外 し て く だ さ い ） 。
1 . か な り 活発 （ 1 9. 0 ) 2. ま あ 活発 な方 （49. 1 ) 3 . ど ち ら と も い え な い （ 1 5.2 ) 
4 . 少 し 不活発 な 方 （ 1 4.2 ) 5 . かな り 不活発 （ 2.4 )
Q 1 8. 県下の競技 レ ベ ル を 、 つ ぎ の よ う に分 け る と し た ら 、 顧問運動部の競技 レ ベ ル は 県 下 で ど の 辺
に あ て は ま り ま す か 。
1 . 上 （ 8. 3 ) 2. 中 上 （ 23. 9 ) 3 . 中 （ 32.9 ) 4. 中 下 （ 20. 1 ) 5 . 下 （ 1 4. 9 ) 
Q 1 9. 乙 乙 2 ・ 8 年の 聞 に 、 顧問運動部 で団体 （ チ ー ム ） ま た は個人 と し て 、 ブ ロ ッ ク 大会 （東海 ・
中 部 ） や 全 国 大会 κ 出場 し た と と が あ り ま すか 。
1 . あ る （20. 1 （ 全 国大会 1 0.7 ， ブロ ッ ク 大会 9.3 ) )  2 な い （79. 6 ) DK , NA ( 0. 3 ) 
S Q  1 .  主 な 大 会 を 8 つだ け 上 げ、 そ の大会で の成績 を 記入 し て く だ さ い
大会名 団 体か 個人か 成 績
例 〔 全 国 1 .  H 〕 〔団 体 〕 〔 団 体戦 2 回 戦 ま で進出 〕
〔 〕 〔団 体 ・ 個人 〕 〔 〕
〔
〕 〔団 体 ・ 個人〕 〔
〕 〔団 体 ・ 個人 〕 〔
〕
〕
Q 20. 顧問運動部 は 、 競技 レ ベ ルの点か ら み て 、 県 下 で は 「伝統の あ る 」 運動部で す か 。
1 . か な り 伝統が あ る （ 5.9 ) 2. ど ち ら か と い え ば伝統が あ る 方 （ 2 1 . 5 )
3 . ど ち ら と も い え な い （ 3 5. 3 ) 4. ど ち ら か と い え ば伝統が な い方 （ 1 3. 1 )
5 . 伝統 は 全 く な い （22. 1 ) 6 . わ か ら な い （ 1 .4 ) D K , NA ( 0. 6 ) 
s·Q 1 .  先生が部活動指導 を さ れ る と き に は 、 乙 の 伝統を ど の よ う に感 じ て お ら れ ま す か
1 . と て も は げ み に な っ て い る
4. 少 し 負 担 に な っ て い る
（注） S Q  1 . 略
Q 21 . 顧問運動部の 活動計画 は 、 お も に 誰が立案 し て い ま すか。
1 . 自 分が立案す る （ 52.6 ) 2. 自 分以外の顧問教師が立案す る （ 6.6 ) 
2. 少 し は げみ に な っ て い る
5. と て も 負担 に な っ て い る
3 . ど ち ら と も い えな い
6. 全 く 関係 な い
3. 顧問教師全員 で立案 す る （ 5.9 ) 4 . 部員が 自 主 的 に立案す る （ 5.5 ) 
5 . 顧問教師 と 部員が協議 し て 立案 す る （ 24. 9 ) 6 . そ の他 （ 3. 5 ) D K , NA ( 1 . 0 ) 
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Q 22. 顧問運動部に は 後援 会は あ り ま す か 。
1 . あ る （ 25. 3 ) 2. な い （74. 0 ) DK, N A  ( 0.7 ) 
S Q  1 .  後援会の 母体 は ど ζ で すか
1 .  P T A ( 5.9 ) 2. 部員の父兄 （ 1 8. 7 ) 3 . 部の卒業生 （ 0.3 ) 4. そ の 他 （ 0. 7 )
S Q 2. 後援会 は 部 に 対 し て ど の よ う な と と を し て く れ ま すか （ あ て は ま る も の 全 て を Oで か と ん
で く だ さ い）
1 . 金銭的 な 援 助 （ 1 7.6 ) 2. 合宿の手伝 い （ 2.4 ) 3 . 指 導 の 手伝 い （ 5.5 ) 
4 . 試合の応援 （ 1 7. 0 ) 5. 特 に援助 は な い （ 1 . 0 ) 6 . そ の他 （ 2.4 ) 
l→ S Q 3. で は 、 先生が、 部活動指導 を さ れ る と き は 、 ζ の 後援会 の 存在 を ど の よ う に 感 じ て お ら れ
ま すか 。
1 . と て も は げ み に な っ て い る （ 5.2 )  
3 . ど ち ら と も い え な い （ 8. 3 ) 
5 . と て も 負 担 に な っ て い る （ 1 . 0 ) 
2. 少 し は げ み に な っ て い る （ 5.2 )
4. 少 し 負担 に な っ て い る け . o )
6. 全 く 関係 な い （ 4.2 ) 
Q 23. 乙 の 1 年間 の 顧問運動部の経費 は ど の く ら い で し た か 。
1 . ～ 4 万 （ 41 . 2 ) 2. ～ 9 万 （ 3 3.2 ) 3 . ～ 1 9万 （ 1 2. 1 ) 4 . ～ 却 万 （ 6.2 ) 5 . ～39万 円 . 7 )
6. ～49万 （ 1 .4 ) 7. ～ 1 00万 （ 2.4 ) 8. 1 00万 円 以上 （約 万） ( 0. 3 ) D K , NA ( 1 .4 ) 
S Q  1 .  そ の経 費 は ど 乙 か ら 出 て い ま す か （ あ て は ま る も の 全 て を Oでか 乙 ん で く だ さ い）
1 . 学校 2. 後援会 3. P T  A 4. 部員 5. 部 員 の 父 兄 6. そ の 他 （ ） 
① ｜ ② ｜ ③ ｜ ④ ｜ ⑤ ｜ ⑥ ｜ ⑦ I  D K  ｜ ｜ 後援会 ， P T A  I I I I I 
学 校 ｜ 部 員 ｜ 部員の父兄 ， その他｜ ① と ② ｜ ① と ③ ｜ ③ と ③ ｜ ①②③ ｜ N
°A 
% 3 8.4 3. 8 23. 5 3. 1 2 1 . 1  3. 1 5. 9 1 . 0  
S Q 2. 乙 の 経費 は 、 先生が部活動指導 す る の に 十分で し た か
1 . 十分 だ っ た （ 7. 6 ) 2. ま あ ま あ だ っ た （ 38.4 ) 3 . 少 し 足 り な か っ た （ 26.6 )
4. ま っ た く 足 り な か っ た （ 21 . 8 ) 5. よ く わ か ら な い （ 4. 5 ) D K , NA ( 1 . 0 ) 
Q24. 先生が学校 で は 、 学校 の 方針 と し て 全 て の 運動部の活動 を 積極的に 振興 し て い ま す か 。
1 . か な り 積極 的 （23.2 ) 2. ど ち ら か と い え ば積極 的 な 方 （42.9 )
3 . ど ち ら と も い え な い （ 1 8. 3 ) 4. ど ち ら か と い え ば消極 的 な 万 （ 1 2. 1 )
5 . か な り 消極的 （ 3.1 ) DK , NA ( 0. 3 ) 
Q25. 顧問運 動部の活動 を 活 発 に し 、 競技 レ ベ ル を 上 げ る （試合や大会で よ い成績 を 上 げ る ） 乙 と に
対 し て 、 つ ぎ の 人 た ち は 、 ど の 程度の期待や関心 を も っ て い る と 思 わ れ ま す か 、 そ れぞ れの 人
た ち に つ い て あ て は ま る 数字 を O で か 乙 ん で く だ さ い 。
表 22 重量照
Q 2 6. 先生は運動部の顧問 に な っ て か ら 、 部活動の 指導 臼 ｜率 や 応援 も 含 め て 〉 の ほ か に 部 員 の 進路
や学業成績や 私生活 に つ い て 指導 ・ 助言 を さ れ た 乙 と が あ り ま すか 。
表 1 9 参照
Q 27. で は 、 運動部 員 の 父兄 に 対 し て 、 運動部の活動状況や部員個人 の ζ と （進路 ・ 私生活 ・ 成績 な
ど ） に つ い て 連絡 を と っ た り 、 相談 し た り さ れた ζ と が あ り ま すか 。
1 . い つ も 積極的 に 行 っ た （ 6.9 ) 2. 年 1 ～ 2 回程度定期的 に 行 っ た （ 1 1 . 4 )
3 . 特 別 な 事情が あ る 時 だ け 行 っ た （64.4 ) 4. そ う い う ζ と は 全 く し な か っ た （ 1 7. 0 )
5. そ の他 （ 0. 3 )
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つ ぎ に、 先 生 ご 自 身の ス ポ ー ツ 受 好程度、 ス ポ ー ツ 経験、 顧問運動部 の 指導 と そ の影 響な ど
に
つ い て お き さ し ま す 。
Q 28. 先生は ス ポ ー ツ は 好 き です か 。
1 . と て も 好 き 2. 好 き な方 3. 好 き で も き ら いで も な い 4. き ら いな方 5. と て も き ら い
Q 29. で は 、 C 自 分 で ス ポ ー ツ を ス ル 乙 と は 好 き ですか。
1 . と て も 好 き 2. 好 き な方 3. 好 き で も き ら いで も な い 4. き ら いな方 5. と て も き ら い
Q 30. 顧問運動部の ス ポ ー ツ は 、 自 分 で ス ル ・ シ ナ イ に 関係 な く 好 き です か 。
1 . と て も 好 き 2. 好 き な 方 3. 好 き で も き ら いで も ない 4. き ら いな 方 5. と て も き ら い
Q 28.～ 30. 表 2 参 照
Q 3 1 . 先生 は 顧問運動部 の ス ポ ー ツ を 先生の学校時代に経験 さ れた こ と が あ り ま す か 。
1 . 経験 し た 2. 経験 し な か っ た
S Q  1 .  主 に ど ζ で経験 さ れ ま し た か
1 . 運 動部 K入っ て 2. 昼 休 みや放 課後 の 自 由 時 聞 に 3. 地域 の ス ポ ー ツ ク ラ ブや道場 で
4. 体育の 授業で 5. そ の 他 （ ） 
表 5 参照
Q 32. 先生 は 、 学校時代 に な に か運動部 に 加入 さ れて い た こ と が あ り ま すか 。
1 . あ る 2. な い
S Q  1 .  学校段階別 に運動部の名 称 、 所属年数 を か い て く だ さ い （例 、 中 学 で野球部 2 年、 高校 で
パ レ 一部 1 年） 表 3 , 4 , 6 参 照
S Q 2. 全般的 に み て 、 先生 は と 自 身 の学校時代 の運動部活動 に積樋的 に 参加 さ れ た 万 で す か 。
1 . か な り 活発 に や っ た 2. ま あ 活発 な万 だ っ た
3. ど ち ら か と い え ば不活発 な 方 だ っ た 4. 大変不活発 だ っ た
S Q  3. 選手 と し て 対外試合 に 参加 さ れた 経験 は あ り ま す か
1 . あ る 2. な い
S Q  4. 参加 し た 試合の う ち 、 最 高 の も の は つ ぎ の ど れに あ た り ま す か 、 1 つ だ けOでか 乙 ん で く
だ さ い
1 . 国際試合 2. 全国大会 3. 地 区 ・ ブ ロ ッ ク 大会 4. 県大会 5. そ の他 （
S Q 2.～ 4. 衰 7 参 照
Q 33. と 乙 ろ で 、 先生 は 顧問 運動部の活動 で技術的指導 を さ れて い ま す か 。
1 . 率先 し て いつ も 技術的指導 を し て い る （ 54.7 ) 2. と き ど き 技術的指導 を す る （ 35. 3 )
3 . 技術的指導 は し な い（1 0. 0 )
S Q 2. そ れ は 、 お も に ど
の よ う な理 由 か ら
S Q  1 .  で は 、 そ の技術 を ど こ で修得 お れ ま し た か
1 . 学校時代の運動部で 2. 学校以外の ス ポ ー ツ ク ラ ブで
3. 独学 で 4. 生徒 と 一緒 に な っ て
6. 体育の授業 で 7. そ の他 （
運 動 部 で
23.5 
で す か 。
% 
( N =  2 8 9 ) 
運 動 部 以 外 で
20.s  
00 
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Q 34. 先生は顧問運動部 を 指導す る た め に 、 体育 ・ ス ポ ー ツ 関係の書物ゃ雑誌 を 読 ん だ り 、 技 術修得
を す る た め に ス ポ ー ツ ク ラ ブ に 入 っ た り し て 自 己研 修 を さ れて い ま す か 。
1 . い つ も し て い る l ｝ → そ れ は ど ん な 乙 と で す か2. と き ど き し て い る j
3 . 心 が け て い る が な か な か で‘ き な い 4. し て い な い
Q 35. 先生 は 、 顧問 運動部指 導の た め の 研修会や講習会の 機会が あ れ ば参加 し た い と 思 い ま すか 。
Q 34. 35， 表 9 参 照
Q 3 6. 先生 は 、 顧 問 運動部l乙関係す る 資格 、 例 え ば剣道 2 段 、 × × 公認O級 ト レ ー ナ 一 、
級審判員な ど を お も ち で す か 。
1 . も っ て い る （ 28. 0 ） → そ れ は ど の よ う な も の ですか ／
2. も っ て い な い （ 72. 0 ) \ 
Q 37. 先生 は 、 現 在 、 中 ・ 高体連や地域の 体育 ス ポ ー ツ 団 体 l乙 関係 し て お ら れ ま すか 。
1 . 関係 し て い る （ 35.6 ) 2. 関係 し て い な い （ 63.7 ) D K , N A  C 0.7 ) 
一一一一一一一一」
× × 公認O
S Q  1 .  そ の団 体 名 と そ 乙 で の 役職が あ れ ば そ れ も あ わ せ て お か き く だ さ い 。 多 い場合 は も っ と
も 深 い （強い ） 関係 の も の か ら 8 っ か い て く だ さ い 。
〔 略 〕
S Q 2. で は 、 乙 れ ら の団 体 に 関係 し て い る ζ と が 、 顧問運動部 を 指導 す る 上 で 役 に 立 っ て い ま
す か （ N = 289 ) 
1 . か な り 役立 っ て い る （ 1 1 . 8 )  2. 少 し 役立 っ て い る （ 1 1 . 8 )
3 . ど ち ら と も い え な い （ 5.5 ) 4. あ ま り 役立 っ て い な い （ 3.8 ) 
5 . 全 く 役立 っ て い な い （ 1 .4 ) 6. わ か ら な い （ 1 .  0 )  D K , NA ( 0. 3 )  
S Q 3. そ れ で は 、 顧問運動部の成績が、 乙 れ ら の 団 体 の 中 で の先生の 発 言 力 や 役職 な ど と 関係
す る 乙 と が あ り ま すか （ N = 289 ) 
1 . 大 い に 関係 す る （ 0.7 ) 2. 少 し 関係 す る （7. 6 ) 3 . ど ち ら と も い え な い （ 6.2 )
4. あ ま り 関係 し な い （ 9.0 ) 5. 全 く 関係 し な い ( 1 1 . 1 ) 6. わ か ら な い （ 0. 7 )
D K , N A  ( 0. 3 )  
Q 3 8. 顧問運動部の指導 によ っ て、 先生 c 自 身 の家庭や 仕事や 自 由 時 間や 趣味活動な ど が犠牲 に な っ て
いる と お考 えですか。 それぞれの 乙 と が ら につ いて、 先生にあては ま る 数字 をOでカ〉 乙 ん で く だ さ い。
表 20 参 照
Q 3 9. 先生の ご家庭 で は 、 先生の配偶者 （妻 ま た は 夫 ） は 、 先生が顧問運動部の指導の た め に 帰宅時
聞 が遅 く な っ た り 、 休 日 や 長期 休 暇 中 に指導 に 出 か け ら れた り 、 出 張 さ れ た り す る こ と に 対 し
て 理解が あ る 方 で す か 。 表 2 3 参 照
Q 40. 先生 は 、 ご 自 分の お 金 を 顧問運動部の指導 （部員 と の会 食の た め の経 費 な ど も 含 め て ） の た め
に 出 費 さ れ る 乙 と が あ り ま す か。
1 . あ る 2. な い
ぜQ 1 ・ で は 、 こ の 1 年 間 で先生 が出 費 さ れた 金額 は ど の く ら い で す か ー 約 （
表 2 1 参 照
つ ぎ に 、 運動 部 活動 に 対す る 先 生 の 意識 や態 度 な ど に つ い て お き き し ま す 。
） 千円
Q 4 1 . 先生 は 、 顧問運動部の生徒の運動部員 と し て の能力 、 意欲、 態度な ど に 満足 さ れて い ま す か 。
Q 42. で は 、 先生 は 、 顧問運動部の と の 1 年 間 の 競技成績に満足 さ れて い ま す か 。
Q 4 1 .  42. 表 29 参 照
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Q43. 先生 は 、 顧問 運動部 を 指導 す る 際 に 、 と 自 分の指導能力 に 自 信 を お持 ち です か 。
表 8 参照
巴土pフロ垣西
つ ぎ の 人 た ち は 、 先生の 顧問運動部の 指導 に対 し て 、 そ の価値 を 十分認 め て い る と 思 わ れ ま す
か 。 そ れぞ れ の 人 た ち に つ い て 、 あ て は ま る 数字 を O でか こ ん で く だ さ い 。
表 28 参 照
Q44. 
Q 4 5. つ ぎ に 、 運動部活動 に つ い て 、 8 つの意見 がか い て あ り ま す 。 そ れぞ れの意見 に つ い て 、 先生
の気持や考 え に も っ と も 近 い の は どれですか。 あ て は ま る 数字 を O でか と ん で く だ さ い 。
表 3 1 参 照
Q 46. つ ぎ に 、 運動部活動 の 教育的効果 （意義 ） につ い て 8 つ の意 見 が か い て あ り ま す 。 そ れぞれの
意 見に つ い て先生の 考 え に あ て は ま る 数字 を O でか 乙 ん で く だ さ い。
表 24 参 照
Q 47. 運動部活動 を め ぐ っ て 、 さ ま ま ま の 論議が行わ れ て い ま すが次の意見 に 対 し て 先 生の 考 え に近
い の は A · B ど ち ら の 意 見で す か 。
表 25 ' 2 7 参 照
Q 48. 先生が顧問運動 部の指導 を さ れ て い る と き のお気持 は 、 つ ぎ の ど れ に も っ と も 近 い です か 。
表 30 参照
つ ぎ に、 先 生の 教師 と し て の 仕事 と そ れ に 対す る 意識 や 態 度な ど に つ い て お き き し ま す 。
Q 49. 先 生が 下校 さ れ る 時刻 は 季節や曜 日 に よ っ て 違 い が あ る と 思 い ま す が 、 土曜 日 や 職員 会議 な ど
の あ る 日 を 除 い て 、 大体 な ん 時 ご ろ で すか
春夏期 （ 4 ～ 9 月 ご ろ ） ー （ 時 分 ご ろ ） 、 秋冬期 ( 1 0月 ～ 8 月 ご ろ ） 一 （
表 1 1 参照
分 ご ろ ）時
Q SO. 授業が終 っ て 下校 さ れ る ま での 聞 に き れ る 教育活動 も 季 節や曜 日 に よ っ て 違 い が あ る と 思 い ま
す が 、 土曜 日 や定例の会議な ど が あ る 日 を 除 い て 、 主 に ど の よ う な ζ と を さ れ る 場合が多 い で
す か 。 つ ぎ の な か か ら 2 つ だ け 選 ん で 、 そ の 乙 と に 費や す 時 間の 多 い 万か ら 記入 し て く だ さ い 。
表 1 2 参 照
Q 51 . 日 々 、 生活 し て ゆ く た め に 、 先生が お使 い に な る エ ネ ル ギ ー が 1 0 あ る と す る と 、 先生 は そ の エ
ネ ル ギ ー を 仕 事 、 家庭 、 自 分の余 暇 に ど の よ う に 配分 し て お ら れ ま す か 。
仕事 （学校） ： 家 庭 ： 余 暇
( 4 ) ( 4 ) ( 2 ) 
（ ） ： （ ） ： （ ） 
表 1 0 参 照
例
で は 、 学校の な か で 、 つ ぎ に か いで あ る よ う な仕事に先生が お 使 い に な る エ ネ ルギ ー が 10 あ る
と し た ら 、 先生 は 、 そ の エ ネ ル ギ ー を ど の よ う に 配分 さ れて い ま す か （時 間や仕事の量、 疲労
の度合 な ど か ら 判 断 し て く だ さ い ）。 例
1 . 授業 お よ びそ の た め の 教材研究や 準備 ・ 点検 ・ 採点 な ど ・ . . . . . . . . ( ) 「コ
教科指導に 直接関係 の あ る 仕事
2. 顧問運動部活動 の指導 ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ －
払 顧 問 運動部以外 の部活動 の指導 … . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ － ・ ・ （
4 . 校務関係 、 その他の仕事 （HR 指導 、 生徒指導 な ど ） や 雑務 ・ H ・ H ・ （
表 1 3 ' 1 4 参照
na－
－AU－
－na 
、．a，，
、‘a，，
、‘，J
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Q 52. 
中学校の運動部顧問教 師 の 生活 と 意識
Q 53. 先生 は 教師 と し て の 生活の な か で 、 顧問運動部の 指 導 と 授業 を 中 心 と し た 教科指導 と ど ち ら に
や り が い を お感 じ に な っ て い ま す か。
1 . 顧問 運動部の 方 に や り が い を 感 じ て い る
2. ど ち ら か と い え ば顧問運動部の 指導の方 に や り が い を 感 じ て い る
3. ど ち ら に も 同 じ く ら い や り が い を 感 じ て い る
4. ど ち ら か と い え ば教科指導 の 万 に や り が い を 感 じ て い る
5. 教科指導 の 方 に や り が い を 感 じ て い る 6. ど ち ら に も や り が い を 感 じ て い な い
7. そ の 他 （
表 26 参 照
Q54. 先生 は 、 全般的 に み て 、 ご 自 分の学校の生徒の能力 、 意欲、 態度な ど に満足 さ れ て い ま す か 。
1 . 非常 に 満 足 （ 1 .  0 ) 2. ど ち ら か と い え ば満足 （22. 8 ) 3 . ど ち ら と も い え な い く 1 9.7 )
4 . ど ち ら か と い え ば不満足 （48. 4 ) 5. 非常 に 不満足 c a. a )
Q 55. で は 、 現 在 、 先生 は 教師生活 に 満足 さ れ て い ま す か 。
1 . 非常 に満足 2. ど ち ら か と い え ば満足 3. ど ち ら と も い え な い
4. ど ち ら か と い え ば不満足 5. 非常に 不満足
表 1 5 参 照
Q 5 6. そ れで は 、 先生 は 、 と 自 分の 生活の な か で 、 教師 と し て の仕事 と 家庭 や趣 味 な ど 教師以外の生
活 と ど ち ら に 生 き が い を お感 じ に な っ て い ま す か 。
1 . 仕 事 の方 に 生 き が い を 感 じ て い る
2. ど ち ら か と い え ば仕事の方 に 生 き が い を 感 じ て い る
3. ど ち ら に も 同 じ く ら い生 き が い を 持 じ て い る
4. ど ち ら か と い え ば仕 事 以外の生活の万に生 き が い を 感 じ て い る
5. 仕 事 以外の生活の方 に 生 き が い を 感 じ て い る
6. ど ち ら に も 生 き が い を 感 じ て い な い
表 1 6 参 照
最後 に 先 生 ご 自 身 と 学校 の こ と に つ い て お き さ し ま す 。
ま ず、 学 校 の こ と に つ い て お き き し ま す 。
F 1 .  学校の 所在地 と そ の 地域的特性
w 1 . 岐阜県 2. 愛知県 3. 三重県 4. 静 岡 県 → 表 1 参 照
(B) 1 . 市 2 町 3. 村
(C) 1 . 人 口 1 0 0 万 人 以上 2. 30万人以上 3. 20 万 人 以上 4. 1 0 万 人 以上
5. 5 万人 以上 6. 3 万人 以上 7. 1 万人 以上 8. 1 万 人 未 満
む） 1 . 住宅街 2. 商店 街 3. 工場地帯 4. 団 地 5. 農 ・ 漁 ・ 山 ・ 村 6. そ の 他 （
F 2. 学校の概要
因 1 . 私立 2. 県立 3. 市立 4. 町立 5. 村立
的 1 . 中 学 校 2. 高等学校
（ω 学科 一 （ ） （  ） （  ） （  ） （  
（注） 2 つ 以上の学科の あ る 場合 は 学級数 を そ の 下 に 記 入 し て く だ さ い 。
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西 垣 完 1多－
帥 1 . 男 生徒 の み 2. 男 生徒が多 い 3. 男 ・ 女生徒半 々 く ら い 4. 女生徒が多 い
5. 女生徒 の み
(I) 生徒総数、 約 （ ） 人
(J） 進路状祝 1 . 進学率 約 （ ） %  就職率約 （ ） %  そ の他約 （ ） %  
2. 今 年 は じ め て 卒業生が で た ので詳細不 明
3. 新設校で卒業生な し
的 学校創立期 1 . 間和 20 年以前 2. 昭和 20 年代 3. 昭 和 30 年代
4. 昭和 40 年代 5. 昭和 50 年代
つ ぎ に、 先 生 ご 自 身 の こ と に つ い て お き さ し ま す 。
F 3. 先生 は 乙 の 4 月 で満 な ん歳 で す か （ ） 歳 I 
F 4. 先生の 性別 は ど ち ら で す か 1 . 男 2. 女 I ｝ 表 1 参 照F 5. 先生は結婚 さ れて い ま す か 1 . 未婚 2. 既婚 3. 結婚 し た が離婚 ・ 死別 し た ｜
F 6. 先生の担 当 教科 は な ん です か （ ) (  ) (  ) J 
F 7. 先生 の 1 週間 の授業時間数 は な ん時 間 で す か ー （ ） 時 間
F 8. 先生は学級 （ H R ） 担任 を さ れ て い ま す か － 1 . し て い る （主 ・ 副 年 ） 2. し て い な い
F 9. 先生の 教職経験年数 は 乙 の 4 月 で満 な ん 年ですか一 （ ） 年
F 1 0. 現在の学校での在職年数 は ζ の 4 月 で な ん 年ですか一 （ ） 年
F 1 1 . 先生は 、 ど の よ う な 校務分掌 を さ れて い ま す か、 ま た 校務分掌での地位 は な ん です か
（例 ： 00主任 、 × × 委員長、 ムA課 長 ）
（ ） （ ） （ ） （ 
長 時 間 、 広 範 多 岐 に わ た る 質 問 項 目 に 対 し て と 回 答 い た Y き 大 変
あ り が と う ご ざ い ま し た 。
先 生 の ご 協 力 に 対 し 心 よ り お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。
調 査 票 だ 貯 を 同 封 の 封 筒 に 入 れ て 3 月 末 固 ま で に ご 返 送 く だ さ い
ま す よ う に お 願 い し ま す 。
注 1 . 本 文 で 報告 白 ｜ 用 ） し た 質問項 目 に つ い て は 、 原則 と し て 回答項 目 （選択肢） と 単
純集計 の結 果 を割愛 し た 。
2. 質問 項 目 の う ち 自 由 記述形式 の回 答の結果 は すべ て 省略 し た 。
3 .  調査票の 中 で 、 表 O 参照 と は 、 本文 の 表 の 番号 を 示 し 、 当 該表 に 回 答項 目 （選訳肢 ）
の 内 容 と 単純集計 の結果が記載 さ れて い る と と を 示す。
4.  調査方法の概 要 に つ い て は 、 本文 の E 研究 の方法 （ PP 5 2 ～ 5 3 ） に記載 し た 。
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